
佐々木　朝洋
（旭川分会・理学療法士）

昨年はwithコロナの時代に向け、
少しずつ変化の兆しが見えました。
しかし、止まらない物価高など、
我々の生活は未だに厳しい局面が
続いています。卯年にあやかり、
飛躍の一年とできるよう、皆で力
を合わせていきましょう！

蝦名　勇樹
（帯広分会・薬剤師）

北海道

橋立　玲奈
（上越支部・看護師）

仕事もプライベートも元気に健康で過ごしたいです。
そして充実した一年になりますように、全力で頑張ります！！

新潟

鈴木　清
（岐北支部・理学療法士）

還暦を前に、これまで駆け抜けてきた自分の
足跡を回顧しながら、これからの歩み方を思
い悩む今日この頃です。厳しい現実が待ち受
けていようとも、新しい時代、景色を見れるこ
とを信じて、日々　全力で駆け抜けていこうと
思います‼ ブラボー！

岐阜

三谷　京花
（松阪中央支部・看護師）

コロナ禍で毎日の業務は大変です
が、辛い時こそ笑顔で１年間を乗
り越えていきたいです！

三重

岡　久仁恵
（大厚労本部・専従）

毎日の運動を継続する！

大分

矢口　克知
（あづみ支部・事務）

多くの人に支えていただい
ている感謝の気持ちと初心
を忘れず、令和５年も一日
一日を大切に仕事に励んで
いきたいと思っています。

長野

菅野　香奈子
（尾道支部・看護師）

SDNsという言葉を知っていますか？ 
私が考えました。
この先も発展し続く看護、私の人生も
続く。持続可能であり、発展していく
には、気持ちの柔軟性も大切。時には
空を見上げてみよう。人間だもの。

広島

関谷　幸夫
（神厚労本部・専従）
少数組合ですが、全職
員の労働条件改善のた
め、そして職場からパ
ワハラや法違反を一掃
するために今年も元気
に奮闘していきます。

神奈川

蛭田　美早
（高萩支部・看護師）

今年度、茨厚労平和委員を務
めることになりました。平和委
員になってから今まで知らな
かったことを知る機会にもな
っています。「平和」について
沢山学ぶ年にしたいです。

平井　真史
（臨床工学技士）

色々考え過ぎてしまうのに、大
事なところは決められないの
で、この抱負にしました。うち
の組合は問題だらけですが、
それを解決してちゃんと貢献で
き闘える組織を目指します。

茨城

2023年はウサギのように耳を長く
して色々な声を拾って、二兎を追
う者は一兎も得ずではなく、二兎・
三兎と追って全部得る!! 気持ちで１
年間過ごして、今年こそは忘年会
をできたら良いですね。

大栗　陽
（阿南支部・作業療法士）

2023年は卯年です。兎といえば大きな長い耳が特徴です。賢
い人間の前に座る人には三つのタイプがいると言われていま
す。一つは言われた事を何でも信じてしまう人。二つ目は右の
耳から左の耳に抜けて何も残らない人。そして三つ目は、賢い
人の言葉から『大切なもの』と『そうでないもの』を選別する人
だそうです。少なくとも自分は選別する人でありたいと願います。
全厚労の組合員の皆様、本年もよろしくお願い申し上げます。

楠　潔代
（阿南支部・看護師）
2023年、兎にも角にも
健康第一、笑顔溢れる１
年にしたいと思います。

和知　紀子
（白河分会・看護補助者）

新年の抱負は「お金を貯める」です。
新商品や期間限定の物が出ると、
つい買ってしまいます。
その為にも、今年は頑張ってお金
を貯めたいと思います。

渡辺　美里
（塙分会・看護師）

今年の抱負は「家族と過ごす時間
を大切にする」です。日々の家事
や育児のサポートに感謝して、家族
そろって出掛ける予定を立てたいで
す。コロナが落ち着いたら、ディズ
ニーへ行けたらいいなと思います。

会田　望美
（白河分会・管理栄養士）

福島

先日、初めてふるさと納税をしま
した。今までは手続きが難しそう
…と躊躇していましたが、とても
簡単で「案ずるより産むが易し」
でした。今年はこのように新しい
ことに挑戦してより良い年にした
いです。

大石　早姫
（静岡支部・看護師）

昨年は興味がある事ができてもや
りたいなと思うだけで終わってしま
う事が多かった気がしました。今
年は一歩前にでて様々な事に目を
向けてチャレンジ・行動する年に
します。

山田　直子
（高岡支部・臨床検査技師）

新年の抱負は「健康第
一！」です。コロナの終
息が見えませんが、そ
の中でも体を動かしたり
おいしいものを食べてス
トレスを溜めないように
元気に過ごしたいです。

三村　晴加
（高岡支部・看護師）

今年は初めての産休・
育休・子育てと現場から
少し離れた生活になりま
すが、家族との時間をゆ
っくり過ごしつつ、女性
としても成長のできる１
年にしたいです。

佐藤　紗耶
（かづの支部・作業療法士） 豊嶋　紀之

（かづの支部・診療放射線技師）

秋田

今年はうさぎのように明るく飛び跳ね
て様々な問題に負けないよう頑張っ
ていこうと思います。コロナに負けず、
仕事もプライベートも充実させます！

滅多に風邪をひかない私ですが、今
年は体調を崩すことが多かったの
で、来年は気を引き締めて体調管
理を徹底したいです。コロナ禍では
ありますが、仕事もプライベートも
充実させ、笑顔がたえない１年にし
ていきたいです。

菊川　大志
（静岡支部・理学療法士）

不安を抱えてくる患者様がた
くさんいると思うので、寄り
添い信頼関係を築いていき、
リハビリを通して少しでも不
安を取り除き笑顔のあふれる
１年にしたいです。

原木　公祐
（静岡支部・理学療法士）

2023年、withコロナ生活へ
移行していく中で、改めてお
互いの表情を見ながら生活す
る場面が増えてくることを願っ
て、年男としてみんなに笑顔
を振りまいていきます！ 充実し
た１年になりますように。

富山

森山　雅弘
（更生支部・事務員）

コロナが蔓延するようにな
り、ひとりでゆる～く宅飲み
を楽しむこと幾星霜…私の体
は十分な成長を遂げました
（笑）。年男の今年は心機一
転、ゆるゆるを脱却し、熱く
燃えて脂肪を燃やします！！

佐野　もと実
（更生支部・事務員）

周りから見てどうかわかりま
せんが、慌てていることが多
いので落ち着きたいです。ま
だ部署では一番の若手で慌
てているところを助けていた
だいてばかりなので、落ち着
いた頼れる人を目指します！

愛知

篠原　伶奈
（屋島支部・看護師）

橋本　帆乃香
（屋島支部・看護師）
うきあし（浮足）立たず
さきの事を見据えて
ぎもん（疑問）は解決し
どこまでも
しんか（進化）し続ける１年にしていきたいです‼

香川

田嶌　圭佑
（周東支部・理学療法士）

執行部２年目です。吉岡さんに身体
能力等を評価されて、バレー（バス
ケ部出身）や忘年会の司会のパート
ナーを務めて（やらされて?）いまし
た。おかげ様で重要な人脈が広がり
「やればできる！」自信と度胸がつき
ました。働きやすい職場環境づくり
のため、ファーストペンギン! で「前
進」していきます。（ドラマは地元・
萩大島が舞台）

吉岡　恵子
（山厚労本部・事務専従）

３年目です。周東総合病院で27年勤
務し、バレー部監督や忘年会の司会
などで病院行事にも深く携わってきま
した。修得したスキルやコミュニケー
ション能力を発揮し、組合活動の「前
進」に貢献したいと思っています。

山口

静岡

徳島

中澤　曹亜羅
（看護師）

出会いを求めて
「一期一会」

平　優美
（看護師）

最近、簡単な事でも後
回しにしたり、出来なか
ったりするので、今年こ
そは「有言実行」。
まずは、よく噛んでゆっ
くり食べる！

高知

2023年
新年号

　あけましておめでとうございます。卯年の2023年、縁起が良いとされ
る年男・年女の皆さんに、新年の抱負をアピールして頂きました。（都合、
卯年うまれでない県もあります）
　組合活動がのびのびと飛躍できることを願って、今年も全厚労“団結”し
てがんばっていきましょう。本年も全厚労ニュースをよろしくお願いします。

ぴょんと飛躍する年に卯年
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つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

頑張る仲間

　雪の便りが届き始めた北海道からは、本
部看護委員長として二期目を迎えた植木　
正人中央副執行委員長を紹介いたします。
中央執行委員を２年経験し、現場復帰。
2021年から再登板で本部看護委員長とし
て、また旭川厚生病院の病棟科長として
日々奮闘中です。
　昨年度の拡大看護委員会では看護職の駐
在（総合病院から一般病などへの応援勤務）
制度について居住環境整備や駐在手当など
について課題として取り上げ、22春闘で

改善をはかり、看護職の働く環境改善に精力的に取り組んでいます。
　12月の拡大看護委員会もＷＥＢ開催となりましたが、５月に開催予
定の拡大看護委員会は是非とも参集型で……。

　９月より岐厚労の中央執行委員長を務めさ
せていただく事になりました、宗宮和之です。
　労組自体の役員活動も初めてで、分からな
いことの方が多いですが、支部の役員の方の
協力も得ながら１年間務めたいと思います。
　法律や規定の改定など、細かい内容の話も
多く、大変な役を引き受けたなと正直感じま
した。
　ただ職場の本音や意見を直接経営者に伝え
ることが出来る立場でもあるので、皆さんの
声を聞きながら職場環境の改善が図れるよう、
努めていきたいと思います。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第180回は北海道と岐阜にお願
いしました。

北海道　植木正人さん

岐阜　宗宮和之さん

掛金3,000円/月額
入院１万円（１日目から）・休業５千円（連
続５日以上１日目から）、死亡100万円・
交通事故死亡400万円、そのほか後遺障
害保障など保障は盛りだくさん。

安い掛金で魅力ある制度安い掛金で魅力ある制度安い掛金で魅力ある制度

医労連共済で今年も安心医労連共済で今年も安心

ピースフラッグ
新スローガン募集
ピースフラッグ
新スローガン募集
ピースフラッグ
新スローガン募集

☆各病院・支部でフラッグ（旗）を囲んで写真を撮ってもら
う「フラッグリレー」の新スローガンを大募集！！ 採用さ
れた方には、クオカード5,000円分を贈呈いたします。

応募は全厚労HPまたは、
QRコードから☆

（昨年度ピースフラッグ　スローガン「なくそう核兵器」）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

表-1　社会支出（総額）と国民1人当り社会支出の国際比較(2015年)
　　　　　　　　　国民総所得　　　社会支出率　　　　社会支出総額　　　　　総　人　口　　　1人当り社会支出
                         （USドル)  順位      （％）    順位       (USドル)    順位              (人)          順位  (USドル)    順位
スウェーデン 5081.9億 6位 41.49% 2位 2108.5億 6位 976万4950 6位 2万1592 1位
フランス 2兆4908.6億 5位 45.10% 1位 1兆1233.8億 4位 6659万6315 4位 1万6868 3位
ド　イ　ツ 3兆4370.2億 3位 36.20% 3位 1兆2442.0億 3位 8178万7411 3位 1万5213 4位
イギリス 2兆8615.9億 4位 30.67% 5位 8776.5億 5位 6586万0146 5位 1万3326 5位
日　　本 4兆5580.9億 2位 30.96% 4位 1兆4112.2億 2位 1億2798万5133 2位 1万1026 6位
アメリカ 18兆7043.2億 1位 30.61% 6位 5兆7253.9億 1位 3億2087万8310 1位 1万7843 2位

＜1人当り 社会支出額＞（実額、USドル）
                                       高齢関連分野                                                              貧困関連       全　体
                             高　齢              遺　族               保　健               小　計            分野計         合　計
スウェーデン 7,328 1位 260 5位 5,074 2位 12,662 2位 8,930 21,592
フランス 6,646 2位 898 2位 4,612 4位 12,155 3位 4,713 16,868
ド　イ　ツ 4,648 4位 1,030 1位 4,992 3位 10,670 4位 4,543 15,213
イギリス 4,293 6位 30 6位 4,558 5位 8,881 6位  4,445 13,326
日　　本 5,086 3位 609 3位 3,743 6位 9,438 5位 1,588 11,026
アメリカ 4,646 5位 478 4位 10,178 1位 15,302 1位 2,541 17,843

                              1人当り国民所得                      1人当り社会支出                            社会支出率
                             （A）        順位    指数                  （B）         順位    指数           （B ／ A）   順位    指数
スウェーデン  5万2042＄ ２位 139.1 ↗ 2万1592＄ １位 128.0 41.49% ２位 92.0
フランス 3万7402＄ ５位 100.0 ↗ 1万6868＄ ３位 100.0 45.10% １位 100.0
ド イ ツ 4万2023＄ ４位 112.4 → 1万5213＄ ４位 90.2 36.20% ３位 80.3
イギリス  4万3449＄ ３位 116.2 ↘ 1万3326＄ ５位 79.0 30.67% ５位 68.0
日　　本  3万5614＄ ６位 95.2 → 1万1026＄ ６位 65.4 30.96% ４位 68.6
アメリカ 5万8291＄ １位 155.8 ↘ 1万7843＄ ２位 105.8 30.61% ６位 67.9

表-２　１人当り国民所得・1人当り社会支出の国際比較（2015年）

表-３　高齢関連３分野の国民１人当り社会支出額の国際比較(2015年) 

引上げ目標国                                       必要な追加費用                           実現可能な追加費用       引上げ率
 ドル表示          円換算        
スウェーデン並み 1兆3,522億9,091万ドル 141兆9,905億円 97兆1,641億3,032万円 65.6%
フランス並み 7476億8,914万ドル 78兆5,074億円 74兆7,390億0,713万円 50.4%
ドイツ並み 5,358億7,375万ドル 56兆2,667億円 47兆6,860億6,533万円 32.2%
イギリス並み 2,943億6,580万ドル 30兆9,084億円 25兆3,346億9,611万円 17.1%
アメリカ並み 8,724億7,465万ドル 91兆6,098億円 55兆9,736億1,117万円 37.8%

表-５  日本の社会支出の実現可能追加額と引上げ率（引上げ目標国別）

   社会支出9分野　     追加費用（ドル表示）     追加費用（日本円換算）　     実現可能な追加費用　　引上げ率
高齢（年金・介護） 1,996億5,681万ドル 20兆9,639億6,505万円 19兆7,006億5,473万円 29.2％
遺族（遺族年金） 369億8,770万ドル 3兆8,837億0,850万円 3兆6,972億9,049万円 45.2%
保健（医療） 1,112億1,908万ドル 11兆6,780億0,340万円 11兆1,174億5,924万円 22.1%
障害・労災 563億1,346万ドル 5兆9,129億1,330万円 5兆6,290億9,346万円 82.8%
家族（児童手当） 1,078億9,147万ドル 11兆3,286億0,435万円 10兆7,848億3,134万円 115.6%
失業（失業手当） 973億9,669万ドル 10兆2,266億5,245万円 9兆7,357億7,313万円 852.3%
積極的労働政策 574億6,532万ドル 6兆0,338億5,860万円 5兆7,442億3,400万円 569.9%
住宅 477億3,845万ドル 5兆0,125億3,725万円 4兆7,719億3,546万円 623.0%
生活保護その他 326億3,621万ドル 3兆4,268億0,205万円 3兆2,623億1,555万円 142.0%
　    計 7,476億8,915万ドル  78兆5,073億6,043万円 74兆7,390億0,713万円 50.4%

表-４　日本の社会保障の水準をフランス並みに引上げるために必要な追加費用（2015年）

＜ 構 成 比＞（社会支出全体＝100.0％）
スウェーデン 33.9 1.2 23.5 58.6 41.4 100.0
フランス 39.4 5.3 27.3  72.1 27.9 100.0
ドイツ 30.6 6.8 32.8 70.1 29.9 100.0
イギリス 32.2 0.2 34.2 66.6 33.4 100.0
日　　本  46.1 5.5 33.9 85.6 14.4 100.0
アメリカ 26.0 2.7 57.0 85.8 14.2 100.0

　
日
本
に
は
、
社
会
保
障
費
を

抑
制
す
る
４
つ
の
ド
グ
マ
が
あ

り
ま
す
（
左
図
）。①
で
は
、
働

き
手
が
減
る
の
で
こ
れ
か
ら
大

変
と
い
う
が
、
人
口
が
減
る
と

い
う
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
物
の
需

要
が
減
る
と
い
う
こ
と
で
、
食

や
住
宅
、
衣
類
な
ど
の
需
要
が

減
る
。
人
口
が
減
る
と
い
う
こ

と
が
本
当
に
危
機
な
の
か
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
東
京
23
区
程
度

の
人
口
し
か
い
な
い
が
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
危
機
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
聞
か
な
い
。
人
口
が

減
れ
ば
生
産
力
は
減
る
が
、
消

費
も
減
る
の
で
心
配
す
る
必
要

は
な
い
の
で
す
。
日
本
で
は
人

口
が
減
る
と
い
っ
て
心
配
し
て

い
る
が
、
少
し
前
の
中
国
は
人

口
が
増
え
る
と
い
っ
て
心

配
し
て
い
ま
し
た
。
増
え

て
も
危
機
、
減
っ
て
も
危

機
と
い
う
こ
と
は
、〝
危
機

〞
の
説
明
要
因
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
経
済
成
長
を
規

定
し
て
い
る
の
は
人
口
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
②
は
、
高
齢
者
が
増
え
、

若
い
人
が
減
る
か
ら
、
日

本
は
大
変
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
は
社
会
保
障

の
負
担
を
若
い
人
が
し
て
、

利
用
を
高
齢
者
が
し
て
い

る
と
い
う
前
提
に
立
ち
ま

す
が
、
こ
れ
も
お
か
し
い
。

高
齢
者
は
負
担
し
て
い
な
い

か
？
い
っ
ぱ
い
負
担
し
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
、
後
期

高
齢
保
険
料
、
介
護
保
険
料
・

利
用
料
、
消
費
税
な
ど
の
税
金

も
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
単
純
に
高

齢
者
が
利
用
す
る

も
の
、
若
者
が
負

担
す
る
も
の
と
い

う
の
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
若

者
も
ち
ゃ
ん
と
し

た
税
金
や
保
険
料

が
払
え
な
い
人
が
、

非
正
規
な
ど
の
働

き
方
で
増
え
て
い

ま
す
。本
当
は
税
・

社
会
保
障
費
、
保

険
料
も
払
っ
て
社

会
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
と

思
う
。
そ
う
い
う

若
者
を
つ
く
っ
て

お
い
て
、
ど
う
し

て
世
代
間
社
会
保

障
が
当
て
は
ま
る

の
か
。
よ
く
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
要
す
る
に
、

人
口
論
で
社
会
が

危
機
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
簡

単
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
人
口
が

増
え
る
と
飢
饉
が
起
き
る
と
い

う
が
、
先
進
国
で
飢
饉
が
起
き

た
こ
と
は
特
殊
な
事
例
を
除
い

て
な
い
ん
で
す
。

　
人
口
問
題
で
言
う
と
遠
い
将

来
を
予
言
す
る
こ
と
で
、
現
在

国
民
が
持
っ
て
い
る
要
求
を
あ

き
ら
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
人
口
論
の
特
徴
で

す
。
こ
れ
は
経
済
学
の
欠
点
で
、

人
々
を
暗
く
す
る
学
問
「
ｄ
ｉ

ｓｍａ
ｌ 

ｓｃ
ｉｅｎｃｅ
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
人
々
に
将
来
危
機
が

起
き
る
と
い
っ
て
、
今
の
希
望

を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
の
は
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
③
の
問
題
は
、
皆
さ
ん
が
広

く
共
有
し
て
い
ま
す
が
、
一
千

兆
円
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
お
か
し
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
普
通
は
借
金
と
資

産
を
合
わ
せ
て
議
論
を
し
ま
す
。

日
本
に
は
専
門
家
の
話
に
よ
れ

ば
五
百
兆
近
い
資
産
が
あ
る
。

一
千
兆
円
か
ら
五
百
兆
を
引
け

ば
五
百
兆
と
な
り
、
一
年
分
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
く
ら
い
に
な
る
。
政
府

は
資
産
の
事
は
一
切
言
わ
ず
に

借
金
の
事
だ
け
言
っ
て
い
る
。

本
来
は
借
金
か
ら
資
産
を
引
い

た
純
資
産
を
公
表
す
る
べ
き
で

す
。
こ
れ
が
お
か
し
な
点
で
す
。

　
④
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
大
企
業

が
大
変
だ
か
ら
法
人
税
を
下
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
当
で
し

ょ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
新
自
由
主
義
の
30
年
が

過
ぎ
て
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
一
部
の
大
企
業
が
バ
カ
儲

け
し
、
富
裕
層
の
さ
ら
な
る
富

裕
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
格
差

の
進
行
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
①
〜
④
が
日
本
の
国
民

を
縛
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
拡
充
を
あ
き
ら
め

ろ
と
い
う
意
見
は
、
こ
の
４
つ

の
ど
れ
か
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

私
は
高
齢
者
の
年
金
引
き
上
げ

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、

社
会
保
障
が
経
済
発
展
を
支
え

る
と
い
う
研
究
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は

一
切
見
て
お
ら
ず
、
社
会
保
障

へ
の
出
費
は
無
駄
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。
全
て
こ
の
４
つ

を
考
え
た
結
果
、
社
会
保
障
の

見
直
し
、
給
付
の
削
減
、
勤
労

者
負
担
の
拡
大
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
公
助
を
縮
小
し
て
、
自

助
共
助
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
自
己
責
任
が

広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

う
い
っ
た
ド
グ
マ
を
は
ね
の
け

る
た
め
に
日
本
の
社
会
保
障
の

客
観
的
な
国
際
比
較
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
支
出
で
は（
表
１
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
国
民
総
所

得
で
い
え
ば
先
進
６
カ
国
で
６

位
。
社
会
保
障
給
付
費
と
施
設

整
備
費
を
加
え
た
「
社
会
支
出

率
」
で
見
る
と
国
民
総
所
得
の

41
・
５
％
程
度
を
社
会
福
祉
に

回
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
社
会
支
出
総
額
」
は
、
国
民

総
所
得
そ
の
も
の
が
低
い
の
で

や
は
り
６
位
。
し
か
し
、「
一

人
当
り
社
会
支
出
」
で
見
る
と

１
位
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
日
本
は
、「
社
会
支
出

総
額
」
で
は
、
２
位
だ
が
、「
一

　
11
月
18
日
〜
19
日
、
愛
知
県
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
、
第
39
回
医
療
研
究
集
会
を
開
催
。
３

年
ぶ
り
の
オ
フ
ラ
イ
ン
と
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
、
１
日
目
の
全
体
会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
２
日
目

の
分
科
会
を
現
地
参
加
者
の
み
で
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、12
県
84
名
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
44
名
・
現
地
40
名
）。

学
習
講
演
で
は
、
佐
久
大
学
の
唐
鎌
直
義
教
授
を
お
招
き
し
、
日
本
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
紙
面
で
は
講
演
の
一
部
と
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
か
ら
分
科
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①少子化の進行による人口減社会の危機
②世代間扶養を前提とした高齢社会の危機
③巨額な国債発行残高を理由とする国家財政の危機
④グローバリゼーションの下での大企業の国際競争の激化
→これらの負の諸要因を考慮した結果として、社会保障の見直
し（給付の削減と勤労者負担の増大）、公助の縮減・自己（家
庭）責任の強化という政策方向が導き出されている。国民の
社会保障に対する要求をはねのける役割を果たしている

社会保障をめぐる4つのドグマ

唐鎌直義教授
（佐久大学）

特
別
記
念
講
演
　「日
本
の
社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
と
財
源
問
題̶

貧
困・格
差・働
き
方̶

」

国
際
比
較
で
国
民
負
担
・
社
会
保
障
費
の

ウ
ソ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
！

国
際
比
較
で
国
民
負
担
・
社
会
保
障
費
の

ウ
ソ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
！

（7） 第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス2022年12月20日・23年１月20日2022年12月20日・23年１月20日



　
い
つ
か
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
集
ま

れ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。     

（
秋
田
）

―
―
ま
さ
に
今
の
自
分
も
同
じ
境
遇
で
、

同
じ
く
あ
の
頃
を
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。
あ
の
頃
が
あ
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
、
組
合
活
動
精
進

し
て
い
き
ま
す
。              （
Ｈ
Ｌ
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
毎
回
、
興
味
深
い
内

容
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！！
と
、
言
っ

て
い
た
人
が
い
ま
し
た
。           

（
岐
阜
）

―
―
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
県
の
運
動

や
成
果
は
励
み
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

今
年
度
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
発
行
や
内

容
を
一
新
し
た
り
と
、
教
宣
部
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で

す
。
引
き
続
き
、
ご
愛
読
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。        （
Ｎ
Ｋ
）

　
コ
ロ
ナ
第
７
波
で
、
保
育
園
の
休
園
が

２
回
あ
り
ま
し
た
。
私
も
出
勤
で
き
ず
、

で
も
幸
い
我
が
子
は
全
く
元
気
！
思
い
が

け
ず
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
仕
事
が
で
き
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
の
仕
事

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
職
場
の
み
ん
な

に
感
謝
。
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
で
私
も

役
に
立
ち
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

  

（
長
野
）

―
―
誰
か
が
休
ん
で
い
る
と
き
は
誰
か
が

頑
張
っ
て
い
る
。
お
互
い
様
の
気
持

ち
の
輪
、
と
て
も
大
切
で
す
ね
。

 （
Ｉ
Ｋ
）

　
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
厚
労
「
幹

部
・
看
護
師
集
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

久
々
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
話
が
で
き
て
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。               

（
秋
田
）

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
直
接
会
っ

て
話
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
是
非
今
後
の
集
会

等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
て

行
き
ま
し
ょ
う
。              （
Ｓ
Ｓ
）

　
最
近
あ
っ
た
良
い
こ
と
は
、
娘
の
進
学

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
今
年
は
ダ
ブ
ル

受
験
の
た
め
息
子
の
進
学
が
決
ま
る
ま
で

気
が
抜
け
な
い
け
ど
親
子
で
頑
張
り
ま
す
。

（
広
島
）

―
―
娘
さ
ん
の
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
私
に
も
受
験
生
が
い
ま
す
の

で
、
何
か
と
気
を
使
い
ま
す
ね
。
お

互
い
体
調
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。　                  

　（
Ｏ
Ｓ
）

　（
10
月
号
）
看
護
研
究
の
は
な
し
を
読

ん
で
「
だ
か
ら
看
護
は
実
績
が
少
な
く
て

世
間
や
診
療
報
酬
と
し
て
認
め
て
も
ら
い

に
く
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
難
し
く

考
え
な
い
で
、
実
践
し
た
看
護
が
良
か
っ

た
ら
世
間
に
伝
え
よ
う
！
と
思
い
ま
し
た
。

（
三
重
）

―
―
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
な
に
か

良
い
方
向
に
心
境
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？
職
場
の
方
と
も

意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
職
場
作
り
の
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。  （
Ｋ
Ｔ
）

　
最
近
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
、
２
週
間
ほ

ど
仕
事
を
お
休
み
し
ま
し
た
。
症
状
は
ほ

と
ん
ど
な
く
体
調
的
に
と
い
う
よ
り
、
精

神
的
に
辛
い
期
間
で
し
た
が
、
復
帰
し
た

際
に
仕
事
に
戻
れ
る
嬉
し
さ
と
普
通
に
仕

事
が
出
来
る
こ
と
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
健
康
第
一
！

（
長
野
）

―
―
お
疲
れ
様
で
す
。
普
段
当
た
り
前
の

よ
う
に
元
気
に
生
活
が
で
き
る
こ
と

へ
の
喜
び
、
忘
れ
が
ち
で
す
が
大
事

で
す
よ
ね
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
続
い

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！                （
Ｈ
Ｒ
）

　
以
前
は
一
年
に
１
度
く
ら
い
で
会
っ
て

い
た
い
と
こ
に
、
３
年
ぶ
り
に
会
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
か
ら
、
会
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
で
良
い
の
で
、
早
く
普
通
の
生
活
に
戻

り
た
い
で
す
ね
〜                 

（
北
海
道
）

―
―
同
感
で
す
、
人
も
ウ
イ
ル
ス
も
程
よ

い
距
離
を
保
ち
付
き
合
う
事
が
大
切

な
現
代
社
会
で
し
ょ
う
か   （
Ｎ
Ｋ
）

　
セ
ル
フ
ケ
ア
休
暇
と
て
も
素
敵
で
す
ね
。

有
給
は
あ
る
け
ど
ま
だ
ま
だ
自
由
に
は
と

れ
な
い
の
で
、
体
調
不
良
時
に
と
れ
る
の

は
長
く
仕
事
を
勤
め
る
に
し
て
も
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。         

（
富
山
）

―
―
セ
ル
フ
ケ
ア
休
暇
が
取
得
で
き
や
す

い
職
場
が
働
き
や
す
い
で
す
よ
ね
。

不
妊
治
療
な
ど
に
も
男
女
問
わ
ず
友

好
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。                  

　（
Ｈ
Ｒ
）

　
９
月
号
４
面
に
徳
厚
労
の
一
員
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
面
に
大
会
発
言
が

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
各
県
労
組
の
成

果
は
気
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　（
徳
島
）

―
―
労
働
組
合
の
つ
な
が
り
は
有
難
い
で

す
よ
ね
。
今
後
も
色
々
な
ツ
ー
ル
で

情
報
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｆ
Ｊ
）

　
９
月
号
教
宣
部
の
つ
ぶ
や
き
を
み
て
、

高
校
生
に
な
っ
た
息
子
の
幼
少
時
を
思
い

出
し
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
う
ち
の
息

子
も
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
が
好
き
で
ベ
ル
ト
を

い
く
つ
か
購
入
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
し

か
に
よ
い
値
段
が
し
ま
す
よ
ね
。
特
に
お

気
に
入
り
だ
っ
た
も
の
だ
け
は
、
処
分
せ

ず
今
で
も
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。（

北
海
道
）

―
―
自
分
も
よ
く
姪
に
お
も
ち
ゃ
を
買
っ

て
あ
げ
て
ま
し
た
。
当
時
流
行
し
て

い
た
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
フ
ィ
ギ
ア

な
ど
を
。
懐
か
し
い
で
す
ね
。（Ｏ

Ｋ
）

　
給
料
明
細
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
手

当
が
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
に

聞
く
と
『
何
の
手
当
か
分
か
ら
な
い
、
と

り
あ
え
ず
付
い
て
い
る
か
ら
嬉
し
い
』
と
、

言
う
ス
タ
ッ
フ
が
殆
ど
で
し
た
。
私
も
分

か
ら
な
い
の
で
調
べ
る
と
、
組
合
が
動
い

て
く
れ
た
た
め
、
貰
え
た
手
当
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
周
り
に
伝
え
た
ら
『
組
合
良
く

や
っ
た
！
』
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
伝
え
る
っ
て
大
事
、
知
る
っ
て
大
事

で
す
ね
。
組
合
で
交
渉
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
感
謝
感
謝
で
す
。            

（
茨
城
）

―
―
労
働
組
合
は
、
労
働
者
が
主
体
と
な

っ
て
自
主
的
に
労
働
条
件
の
維
持
・

改
善
や
経
済
的
地
位
の
向
上
を
目
的

と
し
て
組
織
す
る
団
体
で
す
。
み
な

さ
ん
が
主
役
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
労

働
条
件
を
良
く
す
る
た
め
に
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
　  

　（
Ｍ
Ｔ
）

　
看
護
師
集
会
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

人
員
不
足
の
た
め
か
、
数
年
前
か
ら
職
域

を
超
え
た
雑
務
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
見
直
せ
る

業
務
は
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　（
長
野
）

―
―
私
も
、
業
務
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い

る
事
が
日
々
変
化
し
て
い
る
事
を
感

じ
ま
す
。「
誰
が
」「
何
の
た
め
に
」

業
務
改
善
を
行
う
の
か
、『
目
的
』

を
強
く
意
識
し
て
業
務
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。           （
Ｋ
Ｗ
）

　
日
本
は
戦
争
被
爆
国
な
の
で
、
世
界
各

国
の
人
に
核
兵
器
の
怖
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
核
兵
器
の
三
原
則
を
守
っ
て
平
和
な

世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
の
が
、
私
の
願

い
で
す
。
　
　
　
　
　              

（
福
島
）

―
―
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界

の
実
現
は
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

労
働
組
合
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。     （
Ｈ
Ｔ
）

　
青
年
部
で
活
動
し
て
い
た
頃
、
同
僚
で

も
な
け
れ
ば
職
種
も
違
う
、
会
う
頻
度
は

そ
う
多
く
な
い
け
れ
ど
も
会
う
と
仕
事
の

真
面
目
な
話
を
し
た
り
、
く
だ
ら
な
い
話

を
し
て
笑
い
あ
っ
た
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
相
談
も
し
た
り
と
濃
密
な
時
間
を
過
ご

し
た
仲
間
た
ち
（
く
だ
ら
な
い
こ
と
が
大

半
だ
っ
た
け
ど 

笑
）
今
は
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
進
み
、
自
分
も
育
児
と
仕
事
の
両
立

で
日
々
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
仲
間

達
と
の
時
間
を
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
出
が
自
分

を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
読
者
か
ら
、
紙
面
の
感
想
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
自
由
に
送
っ
て

頂
い
て
い
る
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
声
」
を

拡
大
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
全
厚
労
を
ひ
っ
ぱ
る
メ
ン
バ
ー
中
央
執

行
委
員
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
だ
投
稿
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
２
０
２
３
年
は
「
読
者
の
声
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 全

国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

拡大版

　第二次世界大戦の最中にナチスドイツの
迫害から逃れようと、ポーランドからリト
アニアに脱出してきたユダヤ人、数千人の
命を救った当時、外交官だった杉原千畝。
外務省の反対を押し切り、自らの危険を顧
みることなく、独断で日本への通過ビザを
発給しました。彼の人道的行為は、多くの
人に感銘を与えています。
　岐阜県八百津市に杉原千畝を称えた記念
館があり、構内にはシンボルでもあるモニ
ュメントが、”平和を願う音楽”を奏でます。
記念館のある八百津市は、栗が有名であり、秋は栗きんとんを求めて多くの観光客が
訪れます。是非、岐阜の平和スポットを訪れてみてください。（平和委員・ＮＳ）

あなたなら、子どもにどんな解説をしますか？（平和委員・FJ）
絵本「へいわとせんそう」
文： たにかわ しゅんたろう　絵： Noritake
出版社：ブロンズ新社

戦争へ参加した人の後悔や罪について考えさ
せられる（平和委員・OS）
映画「キーパー　ある兵士の奇跡」
2018年製作／119分／イギリス・ドイツ合作
監督：マルクス・H・ローゼンミュラー

全チームが前を向き、トラブルや障害を乗り越えながら、同じ
ゴールを目指す。相手を称賛する姿勢が平和を求める事に繋が
る（平和委員・NK）
アニメ「弱虫ペダル」
原作 ：渡辺航　監督 ：鍋島修

心がほっこりと、自然に涙だが流れる作品です（平和委員・NK）
アニメ「ヴァイオレット・エヴァーガーデン」
原作 ：暁佳奈　監督 ：石立太一

第一次世界大戦中、捕虜の人権尊重と地元民との交流
で、多くのドイツ文化が伝えられた（平和委員・HT）
「鳴門市ドイツ館」（徳島県・鳴門市）

 

「杉原千畝記念館」（岐阜県・八百津市）

年末年始に平和を感じよう！
平和委員おすすめ本・映画・スポット

住
民
と
の
交
流
の
場
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら

 

　
基
調
報
告
で
は
「
労
働
組
合
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
」「
政
策
の
動

向
を
知
り
、
現
場
で
起
き
て
い
る

実
状
を
知
る
こ
と
」
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
上
で
、
自
分
た
ち
の
味
方

を
様
々
な
場
所
で
見
つ
け
、
情
報

を
伝
え
て
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

そ
れ
ら
を
す
る
こ
と
で
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
作
り
、
強
固
な
運

動
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
「
地
域
医
療
構

想
」
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
良
い
が
、

減
る
こ
と
し
か
議
論
さ
れ
て
な
い

内
容
で
、
地
域
の
実
状
に
そ
っ
た

構
想
を
た
て
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。
病
院
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、「
地
域
に
住
み
た
く
な

い
」
と
意
見
が
で
る
く
ら
い
、
病

院
と
い
う
存
在
は
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
大
事
。
当
事
者
に
な
ら

な
い
と
、
運
動
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
住
民
と

密
接
な
交
流
を
つ
く
り
意
見
を
言

え
る
場
所(

病
院
の
文
句
、
否
定

的
意
見
を
含
め)

を
作
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

重
た
い
テ
ー
マ
を

フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
流

  

　
地
元
の
愛
知
県
・
渥
美
病
院

で
言
語
聴
覚
士
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
愛
厚
労
執
行
委
員
長
の
沖

で
す
。
医
療
研
究
集
会
へ
の
参
加

は
、
埼
玉
以
来
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル
参
加

と
な
っ
て
、
全
国
の
仲
間
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
状
況
を
聞
け
て
、

自
分
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ

ま
し
た
。

分
科
会
は
す
ご
く
和
気
藹
々
と
し

て
い
て
、「
コ
ロ
ナ
バ
リ
ア
を
ど

う
す
る
か
」
と
か
「
人
員
不
足
」

「
非
正
規
労
働
者
」
問
題
と
い
う

重
た
い
テ
ー
マ
に
も
関
わ
ら
ず
、

と
て
も
フ
ラ
ン
ク
な
感
じ
で
話
し

合
い
が
で
き
ま
し
た
。
色
ん
な
取

り
組
み
の
事
例
や
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
も
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

　
歓
迎
挨
拶
で
も
言
い
ま
し
た
が
、

豊
橋
に
は
ホ
ン
ト
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
す
が‥

（
笑
）、
東
か
ら
も
西
か
ら
も
そ
れ

な
り
に
近
い
の
で
、
全
国
の
み
な

さ
ん
、
ま
た
の
機
会
が
あ
れ
ば
是

非
来
て
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
病
棟
で
の
工
夫

自
分
の
職
場
で
も

 

　
岐
阜
の
西
美
濃
厚
生
病
院
で
看

護
師
を
し
て
い
る
中
山
で
す
。
ま

だ
組
合
員
１
年
目
な
の
で
す
が
、

先
輩
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
し
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
出
張
や

食
事
の
機
会
も
初
め
て
の

こ
と
で
、
す
ご
く
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
で
は
経
験
し
な
い

色
ん
な
職
種
や
他
県
の

方
々
と
の
交
流
が
で
き
た

の
が
良
か
っ
た
で
す
。
分

科
会
で
は
、
厚
生
連
の
成

り
立
ち
や
歴
史
が
詳
し
く

話
さ
れ
た
の
で
、
自
分
の

病
院
に
も
こ
う
い
う
背
景

が
あ
っ
た
の
か
、
と
学
べ

た
の
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
病
棟
で
勤
務
を
し
て
い

て
、
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
る
方

の
職
場
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な

ど
も
聞
け
た
の
で
、
自
分
の
職
場

で
も
活
か
し
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

職
場
に
新
し
い
視
点
や

考
え
方
を
持
ち
帰
る

　
学
習
講
演
で
は
厚
労
省
や
各
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
る
よ
う
に
私
自
身

も
日
本
の
社
会
保
障
は
世
界
冠
た

る
も
の
と
い
う
認
識
で
し
た
が
、

講
演
で
は
各
国
と
の
デ
ー
タ
を
元

に
そ
の
考
え
が
覆
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
が
先
進
国
で
成
長
し
続
け
る

た
め
に
は
早
急
な
改
善
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
患
者
へ
健
診
活

動
に
よ
る
啓
発
活
動
の
必
要
性
、

意
味
に
つ
い
て
学
べ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
そ
の
活
動
は
大
変
難

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

さ
に
地
域
に
開
く
と
い
っ
た
形
で

各
所
で
模
索
し
な
が
ら
も
奮
闘
し

て
い
る
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
所
属
す
る
秋
田
県

は
今
や
感
染
状
況
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
お
り
、
人
口
あ
た
り
の
感
染

者
数
割
合
が
全
国
２
位
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
部
署
少
な
い
人

数
で
ギ
リ
ギ
リ
で
回
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
報
告
を
聞
い
て
新
し

い
視
点
や
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

病
院
が
住
民
の

〝
拠
り
所
〞と
な
る
よ
う
に

 

　
分
科
会
で
は
コ
ロ
ナ
の
正
し
い

知
識
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
方
の
生
の
声
や
、

講
演
を
聴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
人
権
・

憲
法
の
こ
と
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
医
療
研
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
も
、
い
ま
忘
れ
か
け
て
い
た

時
に
リ
ア
ル
で
聞
け
て
良
か
っ
た

で
す
。
長
野
の
厚
生
連
病
院
の
よ

う
に
、
地
域
住
民
が
一
緒
に
な
っ

て
病
院
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

病
院
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
秋
田
は
厚
生
連
病
院
が
各
市
に

一つ
ず
つ
あ
っ
て
、
自
治
体
病
院
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
も
「
こ
こ
に
病
院
が
あ
る
か

ら
、
私
達
は
こ
こ
に
住
め
る
」
と

思
っ
て
い
て
、一つ
の
拠
り
所
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
病
院
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
に
地
域
住
民

を
巻
き
込
ん
で
頑
張
っ
た
、
住
民

の
力
で
存
続
さ
せ
た
例
が
あ
る
の

で
、
病
院
の
職
員
が
待
っ
て
い
る

の
で
な
く
て
、
住
民
の
ほ
う
に
話

を
聞
き
に
出
る
こ
と
で
色
々
な
も

の
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〇プロローグ１「全厚労医療研運動の役割」
〇基調報告「全厚労が取り組む医療研の原点
 「協同組合医療運動」を考える」
〇特別報告「岐阜の現状報告～なぜ、いま病院
再編統合なのか～」
〇特別学習講演「日本の社会保障のレベルと財
源問題－貧困・格差・働き方－」
○プロローグ２　「分科会紹介」
○分科会 
第１　医療労働者と地域とのかかわり

“コロナ禍の裏側で起こっている事”に目
を向けよう

第２　安心・安全の医療は使命感だけでは守れ
ない！やっぱり大切にしたい『働きがい』
コロナバリアを打ち破り、命とくらしを
守る社会をつくろう

第３　病院を地域に開く
コロナで変わった地域住民の生活と医
療・介護

第４　厚生連病院の果たすべき役割
コロナ・人権・厚生連～みんなちがって、
みんないい̃

集会プログラム

おすすめ作品の紹介全文は
HPに掲載しています！

吉田　博さん（広島）

第1分科会

沖　公平さん（愛知）

第2分科会

中山晃一さん（岐阜）

第3分科会

小松宝広さん（秋田）

第3分科会

小西正規さん（秋田）

第3分科会

（3） 第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス （6）第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス2022年12月20日・23年１月20日2022年12月20日・23年１月20日



　

三
重
の
小
掠
が
、
愛
厚
労
事
務

所
に
行
っ
て
み
た
。

　

訪
問
前
は
、
藤
原
事
務
局
長
が

専
従
に
な
っ
て
か
ら
の
苦
労
や
労

働
条
件
の
改
善
点
の
話
を
聞
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
懇
談
の
中

で
、
組
合
員
へ
の
福
利
厚
生
の
話

が
一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
で
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

愛
厚
労
は
全
厚
労
の
中
で
初
め

て
独
自
に
福
利
厚
生
倶
楽
部
（
リ

ロ
ク
ラ
ブ
）
を
導
入
し
た
労
働
組

合
。
以
前
は
支
部
ご
と
に
旅
行
や

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
を
行
っ
て
い

た
。
三
厚
労
で
も
そ
の
一
つ
と
し

て
〝
た
て
干
し
〞 

を
開
催
し
て

い
た
が
、
参
加
者
の
偏
り
や
悪
天

候
で
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
一
年
か
け
て
議
論

し
組
合
員
全
員
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
愛
知
の
翌

年
に
リ
ロ
ク
ラ
ブ
を
導
入

し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

労
組
事
務
所
は
安
城
更

生
病
院
の
中
に
あ
る
が
、

リ
ロ
ク
ラ
ブ
導
入
を
決
め

た
当
時
専
従
の
川
橋
さ
ん

も
同
病
院
勤
務
だ
っ
た
の

で
特
別
に
参
加
し
て
も
ら

っ
た
。

　

川
橋
さ
ん
に
導
入
の
き
っ
か
け

を
聞
い
た
。
日
頃
か
ら
組
合
活
動

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
る
組
合
員

に
何
か
還
元
出
来
る
こ
と
が
な
い

か
と
思
い
、
そ
の
後
、
次
第
に
組

合
独
自
で
導
入
す
れ
ば
労
働
組
合

へ
の
関
心
や
新
入
職
員
の
組
合
加

入
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い

至
っ
た
と
い
う
。

　

現
専
従
の
藤
原
さ
ん
か
ら
は
、

リ
ロ
ク
ラ
ブ
利
用
率
な
ど
説
明
し

て
も
ら
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
度

は
減
少
し
た
も
の
の
、
独
自
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
利
用

条
件
の
改
善
に
努
め
て
き
た
成
果

も
あ
り
、
い
ま
は
コ
ロ
ナ
前
よ
り

も
利
用
率
は
上
が
っ
て
い
て
、
概

　

新
潟
に
長
野
の
市
川
（
新
部

員
）
が
行
っ
て
み
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
厚
生
労
働

省
が
公
表
し
た
「
公
立
公
的
４
２

４
病
院
・
再
編
統
合
リ
ス
ト
」で
は
、

新
潟
は
北
海
道
に
次
ぐ
22
の
公
立

公
的
病
院
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
う

ち
新
潟
県
厚
生
連
は
６
病
院
が
対

象
と
な
っ
た
。

　

新
潟
県
厚
生
連
は
中
心
部
の
新

潟
医
療
セ
ン
タ
ー
を
始
め
、
北
は

村
上
総
合
病
院
、
南
は
糸
魚
川
、

離
島
で
は
佐
渡
と
中
心
部
だ
け
で

な
く
へ
き
地
・
山
岳
地
で
も
幅
広

い
地
域
医
療
を
展
開
し
て
い
る
。

職
員
数
も
５
千
名
を
超
え
、
こ
の

再
編
統
合
問
題
は
地
域
住
民
だ
け

　

福
厚
労
第
42
回
青
年
部
定
期

大
会
が
11
月
５
日
、
郡
山
ユ
ラ

ッ
ク
ス
熱
海
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

開
催
さ
れ
た
の
で
、
秋
田
の
畠

が
行
っ
て
み
た
。

　

ま
ず
目
を
引
い
た
の
は
、
中
央

執
行
部
の
優
し
い
サ
ポ
ー
ト
。
機

材
の
配
置
・
参
加
者
の
受
付
・
司
会
、

進
行
の
助
言
な
ど
、
こ
ま
め
に
動

い
て
青
年
部
へ
声
を
か
け
て
い
た
。

青
年
部
と
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

代
議
員
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

み
る
と
「
初
め
て
な
の
で
ド
キ
ド

キ
で
す
」「
役
員
の
人
が
い
て
緊

張
し
ま
し
た
」
と
初
々
し
さ
満

点
！
報
告
を
し
た
青
年
は
着
席
す

る
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
、「
う
ま

く
で
き
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

中
に
は
「
前
の
職
場
は
ブ
ラ
ッ
ク

で
残
業
代
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

労
働
組
合
が
あ
る
と
全
然
違
い
ま

す
。福
厚
労
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
転
職
組
の
声
も
あ
っ
た
。

　

今
回
の
取
材
で
、
名
前
が
随
所

に
出
た
お
二
人
に
つ
い
て
。
一
人

目
は
青
年
部
長
の
遠
藤
剛
司
さ
ん
。

「
福
厚
労
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の

は
青
年
部
！
」
と
大
会
で
挨
拶
し

た
行
動
力
抜
群
の
彼
。「
原
発
事

故
で
復
興
が
進
ん
で
い
な
い
福
島

の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
ヒ
カ
ル
さ
ん

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
訴

え
て
、
取
材
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
。

　

二
人
目
は
、
福
厚
労
中
央

執
行
委
員
長
の
齋
藤
文
子
さ

ん
。
組
合
員
か
ら
は
、「
見
た

目
は
ち
ょ
っ
と
軽
そ
う
（
笑
）

な
の
に
、
し
っ
か
り
し
て
い

る
」「
挨
拶
の
時
は
小
さ
い
字

で
び
っ
し
り
と
書
い
た
原
稿

を
用
意
」「
つ
い
て
い
き
た
い

と
思
う
リ
ー
ダ
ー
」
な
ど
な

ど
評
価
は
ダ
ン
ト
ツ
。

　

取
材
を
通
し
て
の
収
穫
は
、

組
合
員
の
生
の
声
を
聞
け
た
こ
と
。

「
労
働
組
合
が
大
切
だ
か
ら
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
識
が
強
く
、
一
人

ひ
と
り
が
労
働
組
合
活
動
の
主
役

だ
っ
た
。

　

末
尾
に
な
る
け
れ
ど
、福
厚
労
・

佐
々
木
書
記
長
、
小
田
島
青
年
部

担
当
中
執
に
色
々
と
取
材
協
力
し

て
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
と
て
も
素
敵
な
一
日
取
材

だ
っ
た
。              （
畠
　
輝
義
）

　

近
年
の
闘
争
成
果
著
し
い
富
厚

労
へ
、
岐
阜
の
岡
村
が
行
っ
て
み

た
。

　

隣
県
と
は
い
え
、
電
車
で
４
時

間
余
り
、
遠
い…

日
本
の
広
さ
を

感
じ
る
。

　

富
厚
労
は
高
岡
と
滑
川
、
本
所

の
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、

高
岡
病
院
は
県
西
部
の
基
幹
病
院

と
し
て
、
滑
川
病
院
は
滑
川
市
内

唯
一
の
総
合
病
院
と
し
て
地
域
に

根
差
し
た
活
躍
を
し
て
い
る
。

　

今
回
、
高
岡
病
院
内
の
富
厚
労

本
部
へ
向
か
っ
た
。
澄
み
渡
る
よ

う
な
青
空
の
下
、
高
岡
駅
か
ら
高

岡
病
院
ま
で
徒
歩
に
て
向
か
う
と
、

20
分
程
の
間
に
病
院
自
体
が
住
宅

街
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
玄
関
前
に
立
っ
て
思

っ
た
こ
と
は
「
綺
麗
な
病
院
だ
な

ぁ
」
と
「
大
き
い
な
ぁ
」
の
２
つ
。

組
合
室
も
広
く
、
事
務
専
従
さ
ん

も
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
労
働

組
合
だ
と
感
じ
た
。

　

さ
て
本
題
の
取
材
に
入
る
。
富

山
で
は
近
年
、
労
使
交
渉
に
お
い

て
お
互
い
の
想
い
が
合
致
し
て
い

る
と
伺
っ
た
。
一
つ
目
は
継
続
雇

用
者
の
賃
金
ア
ッ
プ
が
成
さ
れ
た

こ
と
。
多
く
の
組
合
で
は
給
与
面

で
の
意
見
が
合
致
せ
ず
、
有
能
な

職
員
が
定
年
で
辞
め
、
他
の
病
院

へ
移
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
富
山

で
は
こ
の
点
に
着
目
し
、
有
能
な

職
員
を
継
続
し
て
確
保
す
べ
く
、

賃
金
改
善
を
全
職
種
に
対
し
て
行

っ
た
。
今
後
の
65
歳
定
年
制
度
に

向
か
う
準
備
と
し
て
会
と
の
想
い

が
一
致
し
た
結
果
と
言
え
る
。

　

次
に
看
護
師
確
保
対
策
。
ど
の

組
合
で
も
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
が
、

会
側
と
の
想
い
が
看
護
師
調
整
手

当
の
増
額
と
な
り
、
看
護
師
確
保

に
繋
が
っ
て
い
る
。
初
任
給
を
公

立
病
院
の
水
準
と
す
る
こ
と
で
、

来
年
度
の
確
保
数
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
事
だ
っ

た
。

　

最
後
に
富
山
で
20
年
に
わ
た
り

行
わ
れ
て
い
た
定
期
昇
給
の
減
額

措
置
撤
廃
に
つ
い
て
触
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
私
自
身
が
全
厚
労
へ

赴
く
よ
う
に
な
っ
た
10
数
年
前
に

知
っ
た
事
だ
が
、
経
緯
は
良
く
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
富
山
で
は
、
減

額
措
置
が
過
去
の
病
院
建
設
が
基

で
始
ま
っ
た
事
で
あ
る
経
緯
を
、

労
使
で
振
り
返
り
確
認
し
、
情
報

共
有
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
課
題

と
改
善
策
を
検
討
し
、
よ
う
や
く

今
回
の
撤
廃
に
な
っ
た
の
だ
。
長

い
期
間
に
な
ろ
う
と
も
、
労
使
が

お
互
い
に
情
報
共
有
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

取
材
は
４
時
間
に
渡
り
、
紙
面

に
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
情
報

を
も
ら
っ
た
。
現
経
営
陣
と
は
、

友
好
な
関
係
で
あ
り
、
良
い
人
材

確
保
を
行
う
と
い
う
点
で
一
致
し

て
い
る
と
の
事
で
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
富
厚
労
の
活
躍
を
祈
念

し
て
い
る
。
快
く
対
応
し
て
く
れ

た
大
﨑
委
員
長
を
始
め
、
橘
書
記

長
、
水
戸
・
浦
田
書
記
次
長
に
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。                     （
岡
村
秀
人
）

　

隣
県
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
行
く
こ
と
の
な
か
っ
た
長
厚
労

に
新
潟
の
大
平
が
行
っ
て
み
た
。

小
林
委
員
長
（
小
）
と
高
橋
書
記

長
（
高
）
に
大
平
（
大
）
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
（
以
下
、
都
合
Ｑ
＆
Ａ

形
式
）。

長
厚
労
の
支
部
・
分
会
数
と
組
合

員
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
：
10
支
部
１
分
会
で
、
組
合
員

は
約
７
千
８
百
人
。
佐
久
支
部
だ

け
で
も
約
２
千
３
百
人
で
す
ね
。

大
：
大
所
帯
で
す
ね
〜
。
佐
久
に

至
っ
て
は
、
笑
う
し
か
な
い
で
す

ね
。

か
な
り
の
大
県
連
で
す
が
、
大
組

織
な
ら
で
は
の
運
営
の
悩
み
は
あ

り
ま
す
か
？

小
：
長
厚
労
書
記
局
が
全
体
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
病
院
の
機
能
・

規
模
が
急
性
期
か
ら
慢
性
期
、
老

健
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
意

見
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
難

し
い
こ
と
で
す
。

大
：
同
じ
職
種
で
も
病
院
や
機
能

が
違
う
と
考
え
方
に
も
違
い
が
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

小
：
あ
と
今
年
か
ら
各
支
部
へ
の

訪
問
を
行
い
、会
議
に
も
出
席
し
、

支
部
の
意
見
を
聞
い
た
り
し
た
の

で
す
が
、
職
種
毎
の
意
見
集
約
ま

で
は
出
来
て
い
な
い
で
す
。
支
部

役
員
も
平
均
し
て
２
年
で
交
代
し

て
し
ま
う
の
で
、
行
っ
て
き
た
議

論
や
組
織
に
継
続
性
を
持
た
せ
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
で
す
ね
。

大
：
私
の
単
組
も
同
じ
で
す（
笑
）。

小
：
最
近
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

が
多
く
場
の
雰
囲
気
を
読
み
取
る

こ
と
が
難
し
い
で
す
ね
。

大
：
こ
れ
も
分
か
り
ま
す
。
空
気

を
読
む
っ
て
大
事
で
す
よ

ね
。

組
合
運
営
と
活
動
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

高
：
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な

く
組
合
員
か
ら
の
意
見
を
集

め
て
運
営
を
行
う
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

小
：
組
合
員
の
意
見
を
し
っ

か
り
吸
い
上
げ
、
要
求
書
と

し
て
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
厚
生
連
で
働
く
こ
と
で
の
地
域

の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
組
合
活
動
を
担
っ
て
い
く
た

め
の
人
材
育
成
で
す
ね
。
青
年
部

の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

大
：
若
い
う
ち
は
楽
し
く
交
流
し

　

隣
県
で
は
な
い
が
、
広
島
の
高

本
が
徳
島
へ
取
材
に
行
っ
て
み

た
。
当
日
は
四
役
会
議
が
あ
り
、

40
代
の
役
員
が
多
く
集
ま
っ
て
い

た
。
自
分
も
同
じ
年
代
な
の
で
話

を
聞
き
や
す
か
っ
た
。

　

始
め
に
手
当
増
額
の
件
を
聞
い

た
。Ｏ
Ｐ
室
の
看
護
師
手
当
に
つ

い
て
は
、
現
場
の
声
を
拾
い
上
げ

て
始
ま
っ
た
そ
う
だ
。
特
殊
な
業

務
内
容
で
覚
え
る
の
も
大
変
な
の

に
、
病
棟
看
護
師
と
違
い
夜
勤
が

な
い
た
め
夜
勤
手
当
が
な
い
分
、

給
料
の
手
取
り
が
下
が
る
、
と
不

満
の
声
も
多
く
、
一
方
で
経
営
に

は
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
数
年
前
に
会
側
と
交
渉
し
５

千
円
を
勝
ち
取
る
こ
と
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
し
か
し
近
隣
の
大
学
病
院

は
同
手
当
が
１
万
円
な
の
で
、
そ

こ
を
目
指
し
て
日
々
交
渉
中
と
の

事
！
少
し
ず
つ
成
果
が
出
て
い

て
、
昨
年
＋
１
千
円
と
な
り
、
現

在
は
６
千
円
。
広
島
に
は
な
い
手

当
な
の
で
、
持
ち
帰
り
今
後
検
討

し
た
い
と
思
っ
た
。

　

次
に
放
射
線
技
師
手
当
を
聞
い

た
。
私
も
同
じ
職
種
な
の
で
気
に

な
っ
た
。
広
島
で
は
手
当
は
出
て

い
な
い
。
な
ぜ
支
給
さ
れ
て
い
る

の
か
聞
い
て
み
る
と
、
元
々
は
危

険
手
当
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
れ

が
職
務
手
当
に
置
き
換
わ
っ
て
い

っ
た
そ
う
だ
。
危
険
手
当
は
広
島

で
も
出
て
い
る
が
、
４
千
円
と
徳

島
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
。
こ
ち
ら

で
は
昨
年
７
千
５
百
円
か
ら
１
万

円
に
増
額
し
て
い
た
。
経
緯
を
聞

く
と
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

ま
で
は
徐
々
に
増
や
し
て
き
た

が
、
そ
れ
以
後
変
更
が
な
く
、
当

時
と
比
べ
て
も
現
在
は
多
種
多
様

な
業
務
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
要
求

し
た
そ
う
だ
。
書
記

長
が
放
射
線
技
師
な

の
で
力
を
入
れ
た
の

か
、
会
側
が
圧
倒
さ

れ
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
が
、
大
き
な

勝
因
で
は
な
い
か
と

私
は
感
じ
た
。

　

最
後
に
徳
厚
労
が

一
番
力
を
入
れ
て
い

る
こ
と
を
尋
ね
る

と
、
56
歳
以
上
の
一

小林吟子委員長（右）と高橋ただし書記長

佐久支部青年部が行うクリスマス会のカード

て
組
合
に
触
れ
て
も
ら
う
だ
け
で

良
い
で
す
よ
ね
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、
同
じ
課
題
な
ど
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た
交
流
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
平
雅
浩
）藤原佑樹事務局長（右）と元専従の川橋康彦さん

時
金
だ
と
話
が
あ
っ
た
。
詳
し
く

話
し
た
い
が
、
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス

が
無
く
な
っ
た
。
こ
の
後
を
知
り

た
い
読
者
は
、
隣
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ホ
で
読

み
取
っ
て
欲
し

い
。
詳
し
い
記

事
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

　

最
後
に
取
材
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
自
分
の
県
で
は
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
そ
う

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
だ
。
組

合
活
動
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。

み
ん
な
が
団
結
し
交
渉
す
る
こ
と

で
強
い
力
を
発
揮
す
る
。
よ
そ
を

知
れ
ば
自
分
の
当
た
り
前
が
そ
う

で
は
な
い
こ
と
を
知
る
。
長
い
道

の
り
だ
が
、
交
渉
し
続
け
る
こ
と

で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
く
。
自

分
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
た
め

に
ど
う
し
た
ら
よ
り
良
く
な
る
の

か
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
意
見

を
出
し
合
う
こ
と
で
少
し
ず
つ
進

ん
で
い
け
る
。
労
働
組
合
は
働
く

人
々
の
強
い
支
え
で
あ
り
権
利
で

あ
る
。
労
働
組
合
は
経
営
側
と
唯

一
交
渉
で
き
る
窓
口
で
あ
る
。
す

べ
て
の
組
織
が
強
い
労
働
組
合
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
私
は
願
う
！

（
高
本
奉
彦
）四役会議で要求根拠をしっかりと議論

で
な
く
、
多
く
の
職
員
・
組
合
員

を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
と
、
取
材

に
応
じ
て
く
れ
た
和
田
中
央
執
行

委
員
長
は
危
惧
し
て
い
た
。

　

問
題
点
の
一
つ
は
、
地
域
住
民

や
現
場
で
働
く
組
合
員
に
対
す
る

情
報
が
出
さ
れ
な
さ
す
ぎ
て
、
労

組
で
も
発
信
で
き
て
い
な
い
こ
と
。

国
と
県
の
主
導
で
検
討
を
進
め
て

も
、
医
療
を
必
要
と
す
る
住
民
や

働
き
支
え
る
人
た
ち
の
声
を
反
映

で
き
な
け
れ
ば
、
病
院
と
い
う

「
箱
」
だ
け
が
完
成
し
、
十
分
な

医
療
提
供
は
で
き
な
い
。
住
民
と

組
合
員
の
声
を
、
わ
れ
わ
れ
全
厚

労
と
し
て
も
、
国
に
対
し
挙
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
組
合
員
の
処
遇

や
雇
用
の
問
題
。
現
在
、
新
潟
県

の
県
央
地
域
に
お
い
て
、
厚
生
連

三
条
総
合
病
院
と
燕
労
災
病
院
を

再
編
統
合
し
「
県
央
基
幹
病
院

（
24
年
３
月
開
院
予
定
）」
の
建
設

が
す
す
め
ら
れ
、
済
生
会
が
運
営

す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
運

営
母
体
が
異
な
る
医
療
機
関
の
再

編
統
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
・

職
員
の
処
遇
や
雇
用
問
題
が
生
じ

る
。
新
病
院
に
な
れ
ば
、
厚
生
連

の
職
員
で
は
な
く
な
り
、
当
然
、

賃
金
・
労
働
条
件
は
、
新
た
な
経

営
者
主
体
と
な
り
、
転
籍
に
あ
た

っ
て
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
転
籍
条
件
次
第
で
は
退

職
を
選
択
す
る
組
合
員
も
出
て
く

る
。
地
域
医
療
構
想
は
、
労
働
者

の
生
活
を
も
大
き
く
変
え
る
こ
と

に
な
る
。
病
院
の
再
編
統
合
と
は
、

新
た
な
箱
が
出
来
て
医
療
提
供
体

制
が
変
わ
る
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

人
材
確
保
が
出
来
る
の
か
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
は
組
合
員
の
雇

用
と
処
遇
問
題
の
解
決
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
医
療
体
制
、
人
材

確
保
、
組
合
員
の
将
来
、
安
心
し

た
地
域
医
療
の
展
開
な
ど
抱
え
て

い
る
問
題
の
重
さ
を
取
材
す
る
こ

と
で
初
め
て
知
っ
た
。
改
め
て
ご

協
力
い
た
だ
い
た
和
田
委
員
長
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
市
川
貴
之
）

高
岡
病
院
内
労
組
事
務
所
の
看
板

労組事務所での取材の様子

ね
組
合
員
の
好
評
価
を
得
て
い
る

と
の
こ
と
。
利
用
率
で
は
三
厚
労

も
同
じ
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
思

う
。

　

今
後
の
課
題
は
、
愛
知
・
三
重

と
も
数
年
経
過
し
て
全
て
の
組
合

員
が
利
用
し
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
特
に
医
師
の
利
用
率
が
低
い

の
で
、
労
働
組
合
と
し
て
さ
ら
に

利
用
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

９
月
に
長
野
で
開
催
さ
れ
た
全

厚
労
定
期
大
会
で
は
、
岐
厚
労
か

ら
10
月
よ
り
リ
ロ
ク
ラ
ブ
を
導
入

す
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
労

働
組
合
活
動
と
し
て
労
働
条
件
や

労
働
環
境
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、

福
利
厚
生
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
実
感
し
た

次
第
。　
　
　
　
　
（
小
掠
瑞
樹
）

遠藤剛司青年部長に
話を聞く

第１回青年部会を終えて（ライオンのポーズ）

取材に応じる和田祐輔執行委員長（左）

隣の県教宣部員 隣の県教宣部員 隣の県教宣部員
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
動

先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
動

福
島
へ
行
っ
て
み
た
！

す
す
む
病
院
再
編
廃
合
に

働
く
も
の
と
し
て
も
の
申
す
！

す
す
む
病
院
再
編
廃
合
に

働
く
も
の
と
し
て
も
の
申
す
！

新
潟
へ
行
っ
て
み
た
！

労
使
の
想
い
が
合
致
し

大
幅
な
賃
金
改
善
実
る

労
使
の
想
い
が
合
致
し

大
幅
な
賃
金
改
善
実
る

富
山
に
行
っ
て
み
た
！

大
き
い
組
織
だ
か
ら
こ
そ
、

み
ん
な
の
意
見
を
大
切
に

大
き
い
組
織
だ
か
ら
こ
そ
、

み
ん
な
の
意
見
を
大
切
に

長
野
に
行
っ
て
み
た
！

組
合
員
へ
の
福
利
厚
生
で

魅
力
を
ア
ッ
プ

組
合
員
へ
の
福
利
厚
生
で

魅
力
を
ア
ッ
プ

愛
知
へ
行
っ
て
み
た
！

た
た
か
っ
て
こ
そ
実
現
！

手
当
の
違
い
に
驚
き

た
た
か
っ
て
こ
そ
実
現
！

手
当
の
違
い
に
驚
き

徳
島
に
行
っ
て
み
た
！

　
22
年
度
の
全
厚
労
教
宣
部
は
、
昨
年
比
３
名
増
員
の
９
名
（
書
記
局
含
む
）
と
体
制
強
化
。

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
い
る
中
で
、
企
画
会
議
で
は
リ
ア
ル
な
情
報
を
掴
み
た
い
と
メ
ン
バ
ー

の
隣
県
の
取
り
組
み
や
頑
張
り
を
取
材
し
よ
う
と
決
定
。
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

決
め
、
実
際
に
足
を
運
ん
で
き
た
。
こ
の
新
年
号
で
は
、「
コ
ス
パ
」「
タ
イ
パ
」
に
気
を
遣

い
つ
つ
も
、
一
所
懸
命
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
部
員
の
記
事
を
掲
載
す
る
。

隣
の
県
に

行
って
み
ま
し
た突撃！ が 行ってみた！　行ってみた！　行ってみた！　に

（5） 第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス （4）第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス2022年12月20日・23年１月20日2022年12月20日・23年１月20日

https://www.zenkouro.org/?p=1225


　
い
つ
か
、
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
集
ま

れ
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
。     

（
秋
田
）

―
―
ま
さ
に
今
の
自
分
も
同
じ
境
遇
で
、

同
じ
く
あ
の
頃
を
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。
あ
の
頃
が
あ
っ
た
か
ら
今

の
自
分
が
あ
る
、
組
合
活
動
精
進

し
て
い
き
ま
す
。              （
Ｈ
Ｌ
）

　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
毎
回
、
興
味
深
い
内

容
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！！
と
、
言
っ

て
い
た
人
が
い
ま
し
た
。           

（
岐
阜
）

―
―
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
県
の
運
動

や
成
果
は
励
み
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

今
年
度
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
発
行
や
内

容
を
一
新
し
た
り
と
、
教
宣
部
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で

す
。
引
き
続
き
、
ご
愛
読
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。        （
Ｎ
Ｋ
）

　
コ
ロ
ナ
第
７
波
で
、
保
育
園
の
休
園
が

２
回
あ
り
ま
し
た
。
私
も
出
勤
で
き
ず
、

で
も
幸
い
我
が
子
は
全
く
元
気
！
思
い
が

け
ず
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
仕
事
が
で
き
る
こ
と
の
あ

り
が
た
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
の
仕
事

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
職
場
の
み
ん
な

に
感
謝
。
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
で
私
も

役
に
立
ち
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。 

  

（
長
野
）

―
―
誰
か
が
休
ん
で
い
る
と
き
は
誰
か
が

頑
張
っ
て
い
る
。
お
互
い
様
の
気
持

ち
の
輪
、
と
て
も
大
切
で
す
ね
。

 （
Ｉ
Ｋ
）

　
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
全
厚
労
「
幹

部
・
看
護
師
集
会
」に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

久
々
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
話
が
で
き
て
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。               

（
秋
田
）

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
主
流
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
直
接
会
っ

て
話
す
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

も
よ
り
ま
す
が
、
是
非
今
後
の
集
会

等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
て

行
き
ま
し
ょ
う
。              （
Ｓ
Ｓ
）

　
最
近
あ
っ
た
良
い
こ
と
は
、
娘
の
進
学

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
今
年
は
ダ
ブ
ル

受
験
の
た
め
息
子
の
進
学
が
決
ま
る
ま
で

気
が
抜
け
な
い
け
ど
親
子
で
頑
張
り
ま
す
。

（
広
島
）

―
―
娘
さ
ん
の
進
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！
私
に
も
受
験
生
が
い
ま
す
の

で
、
何
か
と
気
を
使
い
ま
す
ね
。
お

互
い
体
調
に
気
を
付
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。　                  

　（
Ｏ
Ｓ
）

　（
10
月
号
）
看
護
研
究
の
は
な
し
を
読

ん
で
「
だ
か
ら
看
護
は
実
績
が
少
な
く
て

世
間
や
診
療
報
酬
と
し
て
認
め
て
も
ら
い

に
く
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
難
し
く

考
え
な
い
で
、
実
践
し
た
看
護
が
良
か
っ

た
ら
世
間
に
伝
え
よ
う
！
と
思
い
ま
し
た
。

（
三
重
）

―
―
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
な
に
か

良
い
方
向
に
心
境
の
変
化
が
あ
り
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
？
職
場
の
方
と
も

意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
職
場
作
り
の
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。  （
Ｋ
Ｔ
）

　
最
近
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
、
２
週
間
ほ

ど
仕
事
を
お
休
み
し
ま
し
た
。
症
状
は
ほ

と
ん
ど
な
く
体
調
的
に
と
い
う
よ
り
、
精

神
的
に
辛
い
期
間
で
し
た
が
、
復
帰
し
た

際
に
仕
事
に
戻
れ
る
嬉
し
さ
と
普
通
に
仕

事
が
出
来
る
こ
と
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
健
康
第
一
！

（
長
野
）

―
―
お
疲
れ
様
で
す
。
普
段
当
た
り
前
の

よ
う
に
元
気
に
生
活
が
で
き
る
こ
と

へ
の
喜
び
、
忘
れ
が
ち
で
す
が
大
事

で
す
よ
ね
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
続
い

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！                （
Ｈ
Ｒ
）

　
以
前
は
一
年
に
１
度
く
ら
い
で
会
っ
て

い
た
い
と
こ
に
、
３
年
ぶ
り
に
会
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
か
ら
、
会
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
で
良
い
の
で
、
早
く
普
通
の
生
活
に
戻

り
た
い
で
す
ね
〜                 

（
北
海
道
）

―
―
同
感
で
す
、
人
も
ウ
イ
ル
ス
も
程
よ

い
距
離
を
保
ち
付
き
合
う
事
が
大
切

な
現
代
社
会
で
し
ょ
う
か   （
Ｎ
Ｋ
）

　
セ
ル
フ
ケ
ア
休
暇
と
て
も
素
敵
で
す
ね
。

有
給
は
あ
る
け
ど
ま
だ
ま
だ
自
由
に
は
と

れ
な
い
の
で
、
体
調
不
良
時
に
と
れ
る
の

は
長
く
仕
事
を
勤
め
る
に
し
て
も
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。         

（
富
山
）

―
―
セ
ル
フ
ケ
ア
休
暇
が
取
得
で
き
や
す

い
職
場
が
働
き
や
す
い
で
す
よ
ね
。

不
妊
治
療
な
ど
に
も
男
女
問
わ
ず
友

好
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。                  

　（
Ｈ
Ｒ
）

　
９
月
号
４
面
に
徳
厚
労
の
一
員
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
２
面
に
大
会
発
言
が

あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
各
県
労
組
の
成

果
は
気
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　（
徳
島
）

―
―
労
働
組
合
の
つ
な
が
り
は
有
難
い
で

す
よ
ね
。
今
後
も
色
々
な
ツ
ー
ル
で

情
報
共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｆ
Ｊ
）

　
９
月
号
教
宣
部
の
つ
ぶ
や
き
を
み
て
、

高
校
生
に
な
っ
た
息
子
の
幼
少
時
を
思
い

出
し
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
う
ち
の
息

子
も
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
が
好
き
で
ベ
ル
ト
を

い
く
つ
か
購
入
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
た
し

か
に
よ
い
値
段
が
し
ま
す
よ
ね
。
特
に
お

気
に
入
り
だ
っ
た
も
の
だ
け
は
、
処
分
せ

ず
今
で
も
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。（

北
海
道
）

―
―
自
分
も
よ
く
姪
に
お
も
ち
ゃ
を
買
っ

て
あ
げ
て
ま
し
た
。
当
時
流
行
し
て

い
た
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
の
フ
ィ
ギ
ア

な
ど
を
。
懐
か
し
い
で
す
ね
。（Ｏ

Ｋ
）

　
給
料
明
細
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
手

当
が
付
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
に

聞
く
と
『
何
の
手
当
か
分
か
ら
な
い
、
と

り
あ
え
ず
付
い
て
い
る
か
ら
嬉
し
い
』
と
、

言
う
ス
タ
ッ
フ
が
殆
ど
で
し
た
。
私
も
分

か
ら
な
い
の
で
調
べ
る
と
、
組
合
が
動
い

て
く
れ
た
た
め
、
貰
え
た
手
当
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
周
り
に
伝
え
た
ら
『
組
合
良
く

や
っ
た
！
』
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
伝
え
る
っ
て
大
事
、
知
る
っ
て
大
事

で
す
ね
。
組
合
で
交
渉
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
感
謝
感
謝
で
す
。            

（
茨
城
）

―
―
労
働
組
合
は
、
労
働
者
が
主
体
と
な

っ
て
自
主
的
に
労
働
条
件
の
維
持
・

改
善
や
経
済
的
地
位
の
向
上
を
目
的

と
し
て
組
織
す
る
団
体
で
す
。
み
な

さ
ん
が
主
役
で
す
！
こ
れ
か
ら
も
労

働
条
件
を
良
く
す
る
た
め
に
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
　  

　（
Ｍ
Ｔ
）

　
看
護
師
集
会
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

人
員
不
足
の
た
め
か
、
数
年
前
か
ら
職
域

を
超
え
た
雑
務
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
見
直
せ
る

業
務
は
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　（
長
野
）

―
―
私
も
、
業
務
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い

る
事
が
日
々
変
化
し
て
い
る
事
を
感

じ
ま
す
。「
誰
が
」「
何
の
た
め
に
」

業
務
改
善
を
行
う
の
か
、『
目
的
』

を
強
く
意
識
し
て
業
務
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。           （
Ｋ
Ｗ
）

　
日
本
は
戦
争
被
爆
国
な
の
で
、
世
界
各

国
の
人
に
核
兵
器
の
怖
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
核
兵
器
の
三
原
則
を
守
っ
て
平
和
な

世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
の
が
、
私
の
願

い
で
す
。
　
　
　
　
　              

（
福
島
）

―
―
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
安
全
な
世
界

の
実
現
は
人
類
共
通
の
願
い
で
す
。

労
働
組
合
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。     （
Ｈ
Ｔ
）

　
青
年
部
で
活
動
し
て
い
た
頃
、
同
僚
で

も
な
け
れ
ば
職
種
も
違
う
、
会
う
頻
度
は

そ
う
多
く
な
い
け
れ
ど
も
会
う
と
仕
事
の

真
面
目
な
話
を
し
た
り
、
く
だ
ら
な
い
話

を
し
て
笑
い
あ
っ
た
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
相
談
も
し
た
り
と
濃
密
な
時
間
を
過
ご

し
た
仲
間
た
ち
（
く
だ
ら
な
い
こ
と
が
大

半
だ
っ
た
け
ど 

笑
）
今
は
そ
れ
ぞ
れ
の

道
に
進
み
、
自
分
も
育
児
と
仕
事
の
両
立

で
日
々
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
仲
間

達
と
の
時
間
を
ふ
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
出
が
自
分

を
奮
い
立
た
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
読
者
か
ら
、
紙
面
の
感
想
や
日
々
の
出
来
事
な
ど
自
由
に
送
っ
て

頂
い
て
い
る
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
読
者
の
声
」
を

拡
大
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
全
厚
労
を
ひ
っ
ぱ
る
メ
ン
バ
ー
中
央
執

行
委
員
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
だ
投
稿
し
た
こ
と
が

な
い
方
も
２
０
２
３
年
は
「
読
者
の
声
」
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 全

国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す

全
国
の
仲
間
の
声
届
け
ま
す
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心がほっこりと、自然に涙だが流れる作品です（平和委員・NK）
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「杉原千畝記念館」（岐阜県・八百津市）

年末年始に平和を感じよう！
平和委員おすすめ本・映画・スポット

住
民
と
の
交
流
の
場
を

作
る
と
こ
ろ
か
ら

 

　
基
調
報
告
で
は
「
労
働
組
合
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
」「
政
策
の
動

向
を
知
り
、
現
場
で
起
き
て
い
る

実
状
を
知
る
こ
と
」
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
上
で
、
自
分
た
ち
の
味
方

を
様
々
な
場
所
で
見
つ
け
、
情
報

を
伝
え
て
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

そ
れ
ら
を
す
る
こ
と
で
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
を
作
り
、
強
固
な
運

動
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
「
地
域
医
療
構

想
」
は
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
良
い
が
、

減
る
こ
と
し
か
議
論
さ
れ
て
な
い

内
容
で
、
地
域
の
実
状
に
そ
っ
た

構
想
を
た
て
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。
病
院
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、「
地
域
に
住
み
た
く
な

い
」
と
意
見
が
で
る
く
ら
い
、
病

院
と
い
う
存
在
は
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
大
事
。
当
事
者
に
な
ら

な
い
と
、
運
動
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
住
民
と

密
接
な
交
流
を
つ
く
り
意
見
を
言

え
る
場
所(

病
院
の
文
句
、
否
定

的
意
見
を
含
め)

を
作
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

重
た
い
テ
ー
マ
を

フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
流

  

　
地
元
の
愛
知
県
・
渥
美
病
院

で
言
語
聴
覚
士
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
愛
厚
労
執
行
委
員
長
の
沖

で
す
。
医
療
研
究
集
会
へ
の
参
加

は
、
埼
玉
以
来
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
久
し
ぶ
り
の
リ
ア
ル
参
加

と
な
っ
て
、
全
国
の
仲
間
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
状
況
を
聞
け
て
、

自
分
も
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ

ま
し
た
。

分
科
会
は
す
ご
く
和
気
藹
々
と
し

て
い
て
、「
コ
ロ
ナ
バ
リ
ア
を
ど

う
す
る
か
」
と
か
「
人
員
不
足
」

「
非
正
規
労
働
者
」
問
題
と
い
う

重
た
い
テ
ー
マ
に
も
関
わ
ら
ず
、

と
て
も
フ
ラ
ン
ク
な
感
じ
で
話
し

合
い
が
で
き
ま
し
た
。
色
ん
な
取

り
組
み
の
事
例
や
考
え
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
も
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

　
歓
迎
挨
拶
で
も
言
い
ま
し
た
が
、

豊
橋
に
は
ホ
ン
ト
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
す
が‥

（
笑
）、
東
か
ら
も
西
か
ら
も
そ
れ

な
り
に
近
い
の
で
、
全
国
の
み
な

さ
ん
、
ま
た
の
機
会
が
あ
れ
ば
是

非
来
て
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
病
棟
で
の
工
夫

自
分
の
職
場
で
も

 

　
岐
阜
の
西
美
濃
厚
生
病
院
で
看

護
師
を
し
て
い
る
中
山
で
す
。
ま

だ
組
合
員
１
年
目
な
の
で
す
が
、

先
輩
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
就
職
し
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
出
張
や

食
事
の
機
会
も
初
め
て
の

こ
と
で
、
す
ご
く
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
で
は
経
験
し
な
い

色
ん
な
職
種
や
他
県
の

方
々
と
の
交
流
が
で
き
た

の
が
良
か
っ
た
で
す
。
分

科
会
で
は
、
厚
生
連
の
成

り
立
ち
や
歴
史
が
詳
し
く

話
さ
れ
た
の
で
、
自
分
の

病
院
に
も
こ
う
い
う
背
景

が
あ
っ
た
の
か
、
と
学
べ

た
の
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
病
棟
で
勤
務
を
し
て
い

て
、
同
じ
よ
う
に
働
い
て
い
る
方

の
職
場
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な

ど
も
聞
け
た
の
で
、
自
分
の
職
場

で
も
活
か
し
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

職
場
に
新
し
い
視
点
や

考
え
方
を
持
ち
帰
る

　
学
習
講
演
で
は
厚
労
省
や
各
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
る
よ
う
に
私
自
身

も
日
本
の
社
会
保
障
は
世
界
冠
た

る
も
の
と
い
う
認
識
で
し
た
が
、

講
演
で
は
各
国
と
の
デ
ー
タ
を
元

に
そ
の
考
え
が
覆
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
が
先
進
国
で
成
長
し
続
け
る

た
め
に
は
早
急
な
改
善
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
患
者
へ
健
診
活

動
に
よ
る
啓
発
活
動
の
必
要
性
、

意
味
に
つ
い
て
学
べ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
そ
の
活
動
は
大
変
難

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま

さ
に
地
域
に
開
く
と
い
っ
た
形
で

各
所
で
模
索
し
な
が
ら
も
奮
闘
し

て
い
る
報
告
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
が
所
属
す
る
秋
田
県

は
今
や
感
染
状
況
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
お
り
、
人
口
あ
た
り
の
感
染

者
数
割
合
が
全
国
２
位
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
部
署
少
な
い
人

数
で
ギ
リ
ギ
リ
で
回
し
て
い
る
状

況
で
す
が
、
報
告
を
聞
い
て
新
し

い
視
点
や
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

病
院
が
住
民
の

〝
拠
り
所
〞と
な
る
よ
う
に

 
　
分
科
会
で
は
コ
ロ
ナ
の
正
し
い

知
識
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
方
の
生
の
声
や
、

講
演
を
聴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
人
権
・

憲
法
の
こ
と
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
医
療
研
の
歴
史
を
学
ぶ

こ
と
も
、
い
ま
忘
れ
か
け
て
い
た

時
に
リ
ア
ル
で
聞
け
て
良
か
っ
た

で
す
。
長
野
の
厚
生
連
病
院
の
よ

う
に
、
地
域
住
民
が
一
緒
に
な
っ

て
病
院
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

病
院
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
秋
田
は
厚
生
連
病
院
が
各
市
に

一つ
ず
つ
あ
っ
て
、
自
治
体
病
院
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
人
も
「
こ
こ
に
病
院
が
あ
る
か

ら
、
私
達
は
こ
こ
に
住
め
る
」
と

思
っ
て
い
て
、一つ
の
拠
り
所
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
病
院
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
た
時
に
地
域
住
民

を
巻
き
込
ん
で
頑
張
っ
た
、
住
民

の
力
で
存
続
さ
せ
た
例
が
あ
る
の

で
、
病
院
の
職
員
が
待
っ
て
い
る

の
で
な
く
て
、
住
民
の
ほ
う
に
話

を
聞
き
に
出
る
こ
と
で
色
々
な
も

の
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〇プロローグ１「全厚労医療研運動の役割」
〇基調報告「全厚労が取り組む医療研の原点
 「協同組合医療運動」を考える」
〇特別報告「岐阜の現状報告～なぜ、いま病院
再編統合なのか～」
〇特別学習講演「日本の社会保障のレベルと財
源問題－貧困・格差・働き方－」
○プロローグ２　「分科会紹介」
○分科会 
第１　医療労働者と地域とのかかわり

“コロナ禍の裏側で起こっている事”に目
を向けよう

第２　安心・安全の医療は使命感だけでは守れ
ない！やっぱり大切にしたい『働きがい』
コロナバリアを打ち破り、命とくらしを
守る社会をつくろう

第３　病院を地域に開く
コロナで変わった地域住民の生活と医
療・介護

第４　厚生連病院の果たすべき役割
コロナ・人権・厚生連～みんなちがって、
みんないい̃

集会プログラム

おすすめ作品の紹介全文は
HPに掲載しています！

吉田　博さん（広島）

第1分科会

沖　公平さん（愛知）

第2分科会

中山晃一さん（岐阜）

第3分科会

小松宝広さん（秋田）

第3分科会

小西正規さん（秋田）

第3分科会

（3） 第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス （6）第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス2022年12月20日・23年１月20日2022年12月20日・23年１月20日

https://www.zenkouro.org/?p=1195
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【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き

る
言
葉
は
、
な
に
？

　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１
　
初
詣
で
授
か
る
縁
起
物

２
　
お
相
撲
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
。

「…
…

で
す
！
」

３
　
初
夢
で
見
る
と
縁
起
よ
し

４
　
幼
児
の
代
表
的
な
玩
具

５
　
糸
を
出
し
て
網
を
張
る
節
足
動

物

６
　
見
る
こ
と
と
聞
く
こ
と

９
　
外
側
か
ら
見
た
様
子

11
　「
産
業
の…

…

」
と
い
わ
れ
る

半
導
体
不
足
は
深
刻

14
　
全
国…

…

支
援
で
観
光
業
は
一

息
つ
い
た
か
な

15
　
食
後
に
使
う
人
も
い
ま
す

16
　「
公
魚
」
と
書
く
魚

18
　…

…

帯
、…

…

高

19
　
直
立
二
足…

…

す
る
ヒ
ト

21
　
鉄
道
の…

…

証
明

23
　
岩
石
で
構
成
さ
れ
た
海
岸

24
　
き
れ
い
に
す
る
こ
と

■ヨコのカギ
１　正月遊びの道具の一つ
４　「土筆」って読める？
７　「……の内」は１月１
　　日から７日まで
８　正月、お供えといえば
10　……だこ、冷や……
12　野暮の反対
13　夏季五輪開催年に大統
　　領選挙がある国
15　年賀状の数え方
16　陸地に入り込んだ海
17　新聞の……漫画
19　矛盾は……とタテ
20　悪天候で壊れた箇所を
　　応急……で仮修繕
22　行列の……はこちら
25　兄は弟より年が……
26　カムフラージュ
27　火事で……に帰する

当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
30
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月
号
の
答
え
は
「
ヒ
ナ
タ
ボ
ッ
コ
」
で
、

当
選
倍
率
は
３
・
２
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
１
５
名
当
選
）
で
し
た
。

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワー
ドはすべてＱＲコードよりスマホから投稿でき
ます。氏名・住所・希望景品（図書カード
又はクオカード）は必須事項です。

　
ど
こ
か
ら
来
て
、

ど
こ
に
向
か
う
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
国
内
で
感
染
拡

大
し
て
か
ら
も
う
す

ぐ
早
３
年
。
夫
婦
共

に
医
療
従
事
者
の
方

は
、
家
族
全
体
で
の

行
動
制
限
も
長
き
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
に
予
定
さ
れ

て
い
た
家
族
旅
行
な

ど
は
ず
っ
と
延
期…

。

記
念
日
の
旅
行
な
ど

は
延
期…

。
20
年
４

月
30
日
の
日
経
バ
イ
オ
テ
ク
に

よ
る
と
「
終
息
を
迎
え
る
に
は

３
〜
５
年
か
か
る
の
で
は
」。

と
も
す
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
集
団

免
疫
が
高
ま
っ
て
く
る
時
期
で

し
ょ
う
か
。
我
が
家
の
銀
婚
式

は
い
つ
く
る
の
や
ら
。  （
Ｈ
Ｄ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

頑張る仲間

　雪の便りが届き始めた北海道からは、本
部看護委員長として二期目を迎えた植木　
正人中央副執行委員長を紹介いたします。
中央執行委員を２年経験し、現場復帰。
2021年から再登板で本部看護委員長とし
て、また旭川厚生病院の病棟科長として
日々奮闘中です。
　昨年度の拡大看護委員会では看護職の駐
在（総合病院から一般病などへの応援勤務）
制度について居住環境整備や駐在手当など
について課題として取り上げ、22春闘で

改善をはかり、看護職の働く環境改善に精力的に取り組んでいます。
　12月の拡大看護委員会もＷＥＢ開催となりましたが、５月に開催予
定の拡大看護委員会は是非とも参集型で……。

　９月より岐厚労の中央執行委員長を務めさ
せていただく事になりました、宗宮和之です。
　労組自体の役員活動も初めてで、分からな
いことの方が多いですが、支部の役員の方の
協力も得ながら１年間務めたいと思います。
　法律や規定の改定など、細かい内容の話も
多く、大変な役を引き受けたなと正直感じま
した。
　ただ職場の本音や意見を直接経営者に伝え
ることが出来る立場でもあるので、皆さんの
声を聞きながら職場環境の改善が図れるよう、
努めていきたいと思います。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第180回は北海道と岐阜にお願
いしました。

北海道　植木正人さん

岐阜　宗宮和之さん

掛金3,000円/月額
入院１万円（１日目から）・休業５千円（連
続５日以上１日目から）、死亡100万円・
交通事故死亡400万円、そのほか後遺障
害保障など保障は盛りだくさん。

安い掛金で魅力ある制度安い掛金で魅力ある制度安い掛金で魅力ある制度

医労連共済で今年も安心医労連共済で今年も安心

ピースフラッグ
新スローガン募集
ピースフラッグ
新スローガン募集
ピースフラッグ
新スローガン募集

☆各病院・支部でフラッグ（旗）を囲んで写真を撮ってもら
う「フラッグリレー」の新スローガンを大募集！！ 採用さ
れた方には、クオカード5,000円分を贈呈いたします。

応募は全厚労HPまたは、
QRコードから☆

（昨年度ピースフラッグ　スローガン「なくそう核兵器」）

全厚労ツイッター
職場の声を
つぶやき中！

表-1　社会支出（総額）と国民1人当り社会支出の国際比較(2015年)
　　　　　　　　　国民総所得　　　社会支出率　　　　社会支出総額　　　　　総　人　口　　　1人当り社会支出
                         （USドル)  順位      （％）    順位       (USドル)    順位              (人)          順位  (USドル)    順位
スウェーデン 5081.9億 6位 41.49% 2位 2108.5億 6位 976万4950 6位 2万1592 1位
フランス 2兆4908.6億 5位 45.10% 1位 1兆1233.8億 4位 6659万6315 4位 1万6868 3位
ド　イ　ツ 3兆4370.2億 3位 36.20% 3位 1兆2442.0億 3位 8178万7411 3位 1万5213 4位
イギリス 2兆8615.9億 4位 30.67% 5位 8776.5億 5位 6586万0146 5位 1万3326 5位
日　　本 4兆5580.9億 2位 30.96% 4位 1兆4112.2億 2位 1億2798万5133 2位 1万1026 6位
アメリカ 18兆7043.2億 1位 30.61% 6位 5兆7253.9億 1位 3億2087万8310 1位 1万7843 2位

＜1人当り 社会支出額＞（実額、USドル）
                                       高齢関連分野                                                              貧困関連       全　体
                             高　齢              遺　族               保　健               小　計            分野計         合　計
スウェーデン 7,328 1位 260 5位 5,074 2位 12,662 2位 8,930 21,592
フランス 6,646 2位 898 2位 4,612 4位 12,155 3位 4,713 16,868
ド　イ　ツ 4,648 4位 1,030 1位 4,992 3位 10,670 4位 4,543 15,213
イギリス 4,293 6位 30 6位 4,558 5位 8,881 6位  4,445 13,326
日　　本 5,086 3位 609 3位 3,743 6位 9,438 5位 1,588 11,026
アメリカ 4,646 5位 478 4位 10,178 1位 15,302 1位 2,541 17,843

                              1人当り国民所得                      1人当り社会支出                            社会支出率
                             （A）        順位    指数                  （B）         順位    指数           （B ／ A）   順位    指数
スウェーデン  5万2042＄ ２位 139.1 ↗ 2万1592＄ １位 128.0 41.49% ２位 92.0
フランス 3万7402＄ ５位 100.0 ↗ 1万6868＄ ３位 100.0 45.10% １位 100.0
ド イ ツ 4万2023＄ ４位 112.4 → 1万5213＄ ４位 90.2 36.20% ３位 80.3
イギリス  4万3449＄ ３位 116.2 ↘ 1万3326＄ ５位 79.0 30.67% ５位 68.0
日　　本  3万5614＄ ６位 95.2 → 1万1026＄ ６位 65.4 30.96% ４位 68.6
アメリカ 5万8291＄ １位 155.8 ↘ 1万7843＄ ２位 105.8 30.61% ６位 67.9

表-２　１人当り国民所得・1人当り社会支出の国際比較（2015年）

表-３　高齢関連３分野の国民１人当り社会支出額の国際比較(2015年) 

引上げ目標国                                       必要な追加費用                           実現可能な追加費用       引上げ率
 ドル表示          円換算        
スウェーデン並み 1兆3,522億9,091万ドル 141兆9,905億円 97兆1,641億3,032万円 65.6%
フランス並み 7476億8,914万ドル 78兆5,074億円 74兆7,390億0,713万円 50.4%
ドイツ並み 5,358億7,375万ドル 56兆2,667億円 47兆6,860億6,533万円 32.2%
イギリス並み 2,943億6,580万ドル 30兆9,084億円 25兆3,346億9,611万円 17.1%
アメリカ並み 8,724億7,465万ドル 91兆6,098億円 55兆9,736億1,117万円 37.8%

表-５  日本の社会支出の実現可能追加額と引上げ率（引上げ目標国別）

   社会支出9分野　     追加費用（ドル表示）     追加費用（日本円換算）　     実現可能な追加費用　　引上げ率
高齢（年金・介護） 1,996億5,681万ドル 20兆9,639億6,505万円 19兆7,006億5,473万円 29.2％
遺族（遺族年金） 369億8,770万ドル 3兆8,837億0,850万円 3兆6,972億9,049万円 45.2%
保健（医療） 1,112億1,908万ドル 11兆6,780億0,340万円 11兆1,174億5,924万円 22.1%
障害・労災 563億1,346万ドル 5兆9,129億1,330万円 5兆6,290億9,346万円 82.8%
家族（児童手当） 1,078億9,147万ドル 11兆3,286億0,435万円 10兆7,848億3,134万円 115.6%
失業（失業手当） 973億9,669万ドル 10兆2,266億5,245万円 9兆7,357億7,313万円 852.3%
積極的労働政策 574億6,532万ドル 6兆0,338億5,860万円 5兆7,442億3,400万円 569.9%
住宅 477億3,845万ドル 5兆0,125億3,725万円 4兆7,719億3,546万円 623.0%
生活保護その他 326億3,621万ドル 3兆4,268億0,205万円 3兆2,623億1,555万円 142.0%
　    計 7,476億8,915万ドル  78兆5,073億6,043万円 74兆7,390億0,713万円 50.4%

表-４　日本の社会保障の水準をフランス並みに引上げるために必要な追加費用（2015年）

＜ 構 成 比＞（社会支出全体＝100.0％）
スウェーデン 33.9 1.2 23.5 58.6 41.4 100.0
フランス 39.4 5.3 27.3  72.1 27.9 100.0
ドイツ 30.6 6.8 32.8 70.1 29.9 100.0
イギリス 32.2 0.2 34.2 66.6 33.4 100.0
日　　本  46.1 5.5 33.9 85.6 14.4 100.0
アメリカ 26.0 2.7 57.0 85.8 14.2 100.0

　
日
本
に
は
、
社
会
保
障
費
を

抑
制
す
る
４
つ
の
ド
グ
マ
が
あ

り
ま
す
（
左
図
）。①
で
は
、
働

き
手
が
減
る
の
で
こ
れ
か
ら
大

変
と
い
う
が
、
人
口
が
減
る
と

い
う
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
物
の
需

要
が
減
る
と
い
う
こ
と
で
、
食

や
住
宅
、
衣
類
な
ど
の
需
要
が

減
る
。
人
口
が
減
る
と
い
う
こ

と
が
本
当
に
危
機
な
の
か
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
東
京
23
区
程
度

の
人
口
し
か
い
な
い
が
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
危
機
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
は
聞
か
な
い
。
人
口
が

減
れ
ば
生
産
力
は
減
る
が
、
消

費
も
減
る
の
で
心
配
す
る
必
要

は
な
い
の
で
す
。
日
本
で
は
人

口
が
減
る
と
い
っ
て
心
配
し
て

い
る
が
、
少
し
前
の
中
国
は
人

口
が
増
え
る
と
い
っ
て
心

配
し
て
い
ま
し
た
。
増
え

て
も
危
機
、
減
っ
て
も
危

機
と
い
う
こ
と
は
、〝
危
機

〞
の
説
明
要
因
に
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
経
済
成
長
を
規

定
し
て
い
る
の
は
人
口
だ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
②
は
、
高
齢
者
が
増
え
、

若
い
人
が
減
る
か
ら
、
日

本
は
大
変
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
は
社
会
保
障

の
負
担
を
若
い
人
が
し
て
、

利
用
を
高
齢
者
が
し
て
い

る
と
い
う
前
提
に
立
ち
ま

す
が
、
こ
れ
も
お
か
し
い
。

高
齢
者
は
負
担
し
て
い
な
い

か
？
い
っ
ぱ
い
負
担
し
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
、
後
期

高
齢
保
険
料
、
介
護
保
険
料
・

利
用
料
、
消
費
税
な
ど
の
税
金

も
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
単
純
に
高

齢
者
が
利
用
す
る

も
の
、
若
者
が
負

担
す
る
も
の
と
い

う
の
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
す
。
若

者
も
ち
ゃ
ん
と
し

た
税
金
や
保
険
料

が
払
え
な
い
人
が
、

非
正
規
な
ど
の
働

き
方
で
増
え
て
い

ま
す
。本
当
は
税
・

社
会
保
障
費
、
保

険
料
も
払
っ
て
社

会
に
参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
と

思
う
。
そ
う
い
う

若
者
を
つ
く
っ
て

お
い
て
、
ど
う
し

て
世
代
間
社
会
保

障
が
当
て
は
ま
る

の
か
。
よ
く
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
要
す
る
に
、

人
口
論
で
社
会
が

危
機
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
簡

単
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
人
口
が

増
え
る
と
飢
饉
が
起
き
る
と
い

う
が
、
先
進
国
で
飢
饉
が
起
き

た
こ
と
は
特
殊
な
事
例
を
除
い

て
な
い
ん
で
す
。

　
人
口
問
題
で
言
う
と
遠
い
将

来
を
予
言
す
る
こ
と
で
、
現
在

国
民
が
持
っ
て
い
る
要
求
を
あ

き
ら
め
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
人
口
論
の
特
徴
で

す
。
こ
れ
は
経
済
学
の
欠
点
で
、

人
々
を
暗
く
す
る
学
問
「
ｄ
ｉ

ｓｍａ
ｌ 

ｓｃ
ｉｅｎｃｅ
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
人
々
に
将
来
危
機
が

起
き
る
と
い
っ
て
、
今
の
希
望

を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
の
は
お
か

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
③
の
問
題
は
、
皆
さ
ん
が
広

く
共
有
し
て
い
ま
す
が
、
一
千

兆
円
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
お
か
し
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
、
普
通
は
借
金
と
資

産
を
合
わ
せ
て
議
論
を
し
ま
す
。

日
本
に
は
専
門
家
の
話
に
よ
れ

ば
五
百
兆
近
い
資
産
が
あ
る
。

一
千
兆
円
か
ら
五
百
兆
を
引
け

ば
五
百
兆
と
な
り
、
一
年
分
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
く
ら
い
に
な
る
。
政
府

は
資
産
の
事
は
一
切
言
わ
ず
に

借
金
の
事
だ
け
言
っ
て
い
る
。

本
来
は
借
金
か
ら
資
産
を
引
い

た
純
資
産
を
公
表
す
る
べ
き
で

す
。
こ
れ
が
お
か
し
な
点
で
す
。

　
④
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
大
企
業

が
大
変
だ
か
ら
法
人
税
を
下
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
当
で
し

ょ
う
か
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
と
新
自
由
主
義
の
30
年
が

過
ぎ
て
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う

と
、
一
部
の
大
企
業
が
バ
カ
儲

け
し
、
富
裕
層
の
さ
ら
な
る
富

裕
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
格
差

の
進
行
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
①
〜
④
が
日
本
の
国
民

を
縛
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
拡
充
を
あ
き
ら
め

ろ
と
い
う
意
見
は
、
こ
の
４
つ

の
ど
れ
か
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

私
は
高
齢
者
の
年
金
引
き
上
げ

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、

社
会
保
障
が
経
済
発
展
を
支
え

る
と
い
う
研
究
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は

一
切
見
て
お
ら
ず
、
社
会
保
障

へ
の
出
費
は
無
駄
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
す
。
全
て
こ
の
４
つ

を
考
え
た
結
果
、
社
会
保
障
の

見
直
し
、
給
付
の
削
減
、
勤
労

者
負
担
の
拡
大
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
公
助
を
縮
小
し
て
、
自

助
共
助
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
自
己
責
任
が

広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

う
い
っ
た
ド
グ
マ
を
は
ね
の
け

る
た
め
に
日
本
の
社
会
保
障
の

客
観
的
な
国
際
比
較
を
見
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
人
当
た
り
の
支
出
で
は（
表
１
）

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
国
民
総
所

得
で
い
え
ば
先
進
６
カ
国
で
６

位
。
社
会
保
障
給
付
費
と
施
設

整
備
費
を
加
え
た
「
社
会
支
出

率
」
で
見
る
と
国
民
総
所
得
の

41
・
５
％
程
度
を
社
会
福
祉
に

回
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
社
会
支
出
総
額
」
は
、
国
民

総
所
得
そ
の
も
の
が
低
い
の
で

や
は
り
６
位
。
し
か
し
、「
一

人
当
り
社
会
支
出
」
で
見
る
と

１
位
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
日
本
は
、「
社
会
支
出

総
額
」
で
は
、
２
位
だ
が
、「
一

　
11
月
18
日
〜
19
日
、
愛
知
県
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋
で
、
第
39
回
医
療
研
究
集
会
を
開
催
。
３

年
ぶ
り
の
オ
フ
ラ
イ
ン
と
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
、
１
日
目
の
全
体
会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
、
２
日
目

の
分
科
会
を
現
地
参
加
者
の
み
で
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、12
県
84
名
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
44
名
・
現
地
40
名
）。

学
習
講
演
で
は
、
佐
久
大
学
の
唐
鎌
直
義
教
授
を
お
招
き
し
、
日
本
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
紙
面
で
は
講
演
の
一
部
と
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
か
ら
分
科
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①少子化の進行による人口減社会の危機
②世代間扶養を前提とした高齢社会の危機
③巨額な国債発行残高を理由とする国家財政の危機
④グローバリゼーションの下での大企業の国際競争の激化
→これらの負の諸要因を考慮した結果として、社会保障の見直
し（給付の削減と勤労者負担の増大）、公助の縮減・自己（家
庭）責任の強化という政策方向が導き出されている。国民の
社会保障に対する要求をはねのける役割を果たしている

社会保障をめぐる4つのドグマ

唐鎌直義教授
（佐久大学）

特
別
記
念
講
演
　「日
本
の
社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
と
財
源
問
題̶

貧
困・格
差・働
き
方̶

」

国
際
比
較
で
国
民
負
担
・
社
会
保
障
費
の

ウ
ソ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
！

国
際
比
較
で
国
民
負
担
・
社
会
保
障
費
の

ウ
ソ
に
だ
ま
さ
れ
な
い
！

（7） 第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）第508号全 厚 労 ニ ュ ー ス2022年12月20日・23年１月20日2022年12月20日・23年１月20日
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